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は
じ
め
に

　

労
働
者
派
遣
法（
１
）
が
一
九
八
五
年
に
成

立
、
翌
年
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
二
五
年
余
り

が
経
過
し
た
。
図
１
は
、
派
遣
労
働
者
数
の

推
移
を
示
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
二
八

万
人
だ
っ
た
派
遣
労
働
者
数（
２
）
は
、
二
〇

〇
三
年
に
五
〇
万
人
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年

に
製
造
業
務
へ
の
派
遣
が
可
能
に
な
る
と
、

そ
の
数
は
八
五
万
人
に
激
増
し
た
。
そ
の
後

二
〇
〇
八
年
の
一
四
〇
万
人
ま
で
増
加
し
続

け
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
急
減
、
二

〇
一
〇
年
に
は
九
六
万
人
と
な
っ
た（
３
）。

こ
の
減
少
の
主
要
因
は
、
景
気
の
冷
え
込
み

と
共
に
製
造
業
務
派
遣
で
の
雇
用
調
整
が
進

ん
だ
こ
と
で
あ
る
が
、
製
造
業
務
派
遣
の
禁

止
等
の
派
遣
法
改
正
を
見
込
ん
で
、
企
業
が

派
遣
労
働
の
活
用
を
差
し
控
え
る
動
き
に

な
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

派
遣
労
働
は
雇
用
の
バ
ッ
フ
ァ
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
景
気
や
企
業
業
績
の
変
動
に
よ

り
契
約
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一

つ
の
職
場
で
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
保
証
は

な
い
。
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
で
あ
る
正

社
員
と
は
異
な
り
、
派
遣
労
働
者
な
ど
の
期

間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
者
が
、
長
期
的
な
展

望
を
持
っ
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
し
て
い
く
こ
と

は
依
然
と
し
て
難
し
い
状

況
に
あ
る
。

　

派
遣
労
働
者
が
二
〇
～

三
〇
歳
代
に
集
中
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
深
刻
な

問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ

の
年
代
は
、
職
業
経
験
と

能
力
を
蓄
積
し
て
、
四
〇

歳
以
降
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代

半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
ま
で
の
「
就
職
氷
河

期
」
と
呼
ば
れ
る
約
一
〇

年
間
に
、
高
校
や
大
学
を

卒
業
し
た
若
者
が
正
社
員

と
し
て
採
用
さ
れ
ず
、
多

く
が
非
正
規
労
働
者
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
多

く
の
若
者
が
非
正
規
労
働

者
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
開

発
の
外
に
置
か
れ
た
な
ら

ば
、
こ
れ
ら
の
層
の
キ
ャ

リ
ア
開
発
は
恒
常
的
に
問

題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る
。
人
的
資
源
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
我
が
国
に
と
っ
て
、
若
年

層
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
は
急
務
の
課
題
と
い
え

る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
「
派
遣
労

働
者
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
に
関
す
る
研
究
」

を
実
施
し
た（
４
）。
本
研
究
の
目
的
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
、

多
面
的
に
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

捉
え
、
そ
の
実
態
と
可
能
性
を
探
る
こ
と
で

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
派
遣
元

調
査
、
派
遣
先
調
査
、
派
遣
社
員
調
査
）
及

び
派
遣
社
員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
元
に
し

て
、
派
遣
労
働
者
の
働
き
方
と
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
現
状
を
述
べ
る（
５
）。
以
下
で
は
、
第

一
に
派
遣
労
働
者
の
業
務
と
仕
事
内
容
に
触

れ
、
第
二
に
賃
金
、
第
三
に
年
齢
と
雇
用
不

安
、
第
四
に
正
社
員
希
望
と
求
職
活
動
の
現

状
、
そ
し
て
最
後
に
、
派
遣
労
働
か
ら
正
社

員
へ
の
転
換
状
況
と
意
識
に
つ
い
て
ま
と
め

る
こ
と
に
す
る
。
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図１　派遣労働者数の推移

資料出所：総務省統計局『労働力調査』。1999 ～ 2001 年は 8月の数値。
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派
遣
先
は
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
業
務
、
ど
の
く
ら
い
の
難
易
度
の
仕

事
を
配
分
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
派
遣
労

働
の
業
務
は
、
事
務
系
、
製
造
業
務
系
、
技

術
系
の
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
表
１
は
、

派
遣
先
調
査
か
ら
、
派
遣
先
事
業
所
に
お
け

る
派
遣
業
務
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
割
合
が
大
き
い
の
は
「
一
般
・
営
業
事

務
・
デ
ー
タ
入
力
等
」（
五
一
・
四
％
）
で
あ

る
。
一
〇
％
以
上
の
割
合
を
示
し
て
い
る
の

は
、「
一
般
・
営
業
事
務
等
（
自
由
化
業
務
）」

（
一
〇
・
二
％
）、「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開

発
」（
一
〇
・
二
％
）、「
そ
の
他
の
製
造
」（
一

五
・
七
％
）
で
あ
る
。

　

表
１
の
四
六
種
の
業
務
の
う
ち
、
表
２
で

は
観
察
数
が
二
〇
以
上
の
業
務
に
つ
い
て
仕

事
の
難
易
度
を
み
て
い
る
。
派
遣
業
務
で

も
っ
と
も
多
い
「
一
般
・
営
業
事
務
・
デ
ー

タ
入
力
等
」
は
、「
ほ
と
ん
ど
指
示
に
従
い
行

う
、
定
型
的
な
仕
事
」（
四
九
・
六
％
）
の
割

合
が
高
い
。「
金
融
事
務
」
で
は
、
そ
の
割

合
が
七
八
・
八
％
と
突
出
し
て
高
い
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
製
造
業
務
や
軽
作
業
系
の

派
遣
業
務
に
関
し
て
も
、「
ほ
と
ん
ど
指
示
に

従
い
行
う
、
定
型
的
な
仕
事
」
と
す
る
割
合

が
高
い
。「
一
般
事
務
・
営
業
事
務
…
」
に

業務 % 業務 %
大分類 小分類 1212(100.0） 大分類 小分類 1212(100.0）

オフィスワー
ク系

一般・営業事務・データ入力等 51.4

専門職系

機械設計 7.4
一般・営業事務等（自由化業務） 10.2 放送機器等操作 1.9
ファイリング 5.3 放送番組等における大道具・小道具 0.2
財務 3.5 放送番組等演出 1.2
経理・会計 7.1 アナウンサー 0.2
金融事務 6.8 建築物清掃 1.5
貿易・国際事務・取引文書作成 3.2 建築設備運転・点検・整備 0.7
受付・案内 9.6 インテリアコーディネーター 0.2
秘書 2.7 研究開発 7.5
通訳・翻訳・速記 3.2 調査 1.1
テレフォンオペレーター 3.0 駐車場管理 0.5
その他の事務職 3.7 事業実施体制の企画、立案関係 1.2

医療・福祉系 医療事務 1.7 その他の専門職 4.5
医療・福祉・介護関連職 5.3

製造業務系

電気機械器具組立・修理 3.1

営業・販売系

テレマーケティングの営業 2.7 半導体・電子機器製造組立・修理 1.4
セールスエンジニア、金融商品の営業 1.1 輸送用機械組立・修理 1.6
販売 2.9 その他の製造 15.7
デモンストレーター 0.7

軽作業系
運送・運送補助 1.8

添乗 - 倉庫作業 6.1
その他の営業・販売関連職 1.9 その他の軽作業 6.3

ＩＴ技術・クリ
エイティブ系

ＯＡインストラクター 2.1 その他上記に該当しない業務 2.6
情報処理システム開発 10.2 無回答 2.6
編集・印刷・ＤＴＰオペレーター 2.2
広告デザイン 1.6
その他の技術・クリエイティブ職 2.2

注）網掛部分は 10％以上の業務。
資料出所：派遣先調査、複数回答。

(%)
ｎ ほとんど指示に

従い行う、定型
的な仕事

おおむね指示を
仰ぎながら、本
人の判断もある
程度必要な仕事

たまに指示を受
ける程度で、お
おむね本人の判
断による仕事

ほとんど指示を受
けることなく、本
人の判断によって
行われる仕事

無回答

合計� ｎ
％

1900 831 772 220 24 53
100.0 43.7 40.6 11.6 1.3 2.8

一般・営業事務・データ入力等 573 49.6 39.1 8.0 - 3.3
一般・営業事務等（自由化業務） 81 44.4 45.7 8.6 - 1.2
経理・会計 47 38.3 53.2 6.4 - 2.1
金融事務 80 78.8 16.3 5.0 - -
受付・案内 73 43.8 31.5 17.8 5.5 1.4
テレフォンオペレーター 27 37.0 33.3 14.8 3.7 11.1
その他の事務職 23 17.4 56.5 8.7 13.0 4.3
医療・福祉・介護関連職 57 22.8 54.4 14.0 5.3 3.5
テレマーケティングの営業 24 37.5 50.0 12.5 - -
販売 29 13.8 69.0 17.2 - -
情報処理システム開発 103 13.6 62.1 20.4 1.0 2.9
その他の技術・クリエイティブ職 20 35.0 60.0 5.0 - -
機械設計 77 16.9 54.5 19.5 2.6 6.5
研究開発 70.0 28.6 57.1 11.4 1.4 1.4
その他の専門職 45 44.4 44.4 8.9 2.2 -
電気機械器具組立・修理 33 57.6 30.3 9.1 - 3.0
その他の製造 171 64.3 26.9 5.8 1.2 1.8
倉庫作業 47 48.9 34.0 14.9 - 2.1
その他の軽作業 47 63.8 14.9 8.5 6.4 6.4
その他上記に該当しない業務 24 20.8 45.8 25.0 4.2 4.2

注）観察数 20以上の業務を抜粋。網がけ部分は合計値より 5ポイント高い数値。
資料出所：派遣先調査

表１　派遣先における派遣業務割合

表２　派遣業務別、仕事の難易度

１
．
業
務
と
仕
事
内
容
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関
し
て
は
、「
一
通
り
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
習
得
期
間
」
と
し
て
一
～
三
カ
月
を
あ

げ
る
事
業
所
が
大
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
製

造
業
務
や
軽
作
業
に
関
し
て
は
一
週
間
～
一

カ
月
と
、
さ
ら
に
簡
単
な
仕
事
が
中
心
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
自
身
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
仕
事

は
、「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
」、「
機
械
設

計
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
の
習
得

期
間
は
、
一
～
三
カ
月
を
あ
げ
る
事
業
所
が

多
い
が
、
一
年
以
上
と
答
え
る
事
業
所
割
合

も
他
に
比
べ
て
高
い
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
専

門
知
識
や
経
験
の
ベ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
派
遣

先
の
仕
事
を
習
得
す
る
期
間
と
考
え
ら
れ
、

未
経
験
者
が
従
事
し
て
習
得
で
き
る
期
間
で

な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

表
３
は
、
業
務
別
に
み
た
業
務
未
経
験
者

受
け
入
れ
の
有
無
で
あ
る
。「
経
理
・
会
計
」、

「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
」、「
そ
の
他
の

技
術
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
職
」、「
機
械
設
計
」、

「
研
究
開
発
」
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

業
務
経
験
者
の
み
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所

が
多
く
、
よ
り
専
門
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
未
経
験
者
の
受
け
入

れ
が
多
い
業
務
は
、「
金
融
事
務
」、「
テ
レ

フ
ォ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」、「
テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
営
業
」、
製
造
業
務
お
よ
び
軽

作
業
業
務
で
あ
る
。「
一
般
事
務
・
営
業
事

務
…
」
に
関
し
て
も
六
割
の
事
業
所
に
お
い

て
業
務
未
経
験
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
未

経
験
者
へ
の
門
戸
が
広
い
こ
と
が
分
か
る
。

①
業
務
別
に
み
た
賃
金
の
幅

　

こ
こ
で
は
、
特
定
労
働
者
派
遣
（
以
下
、

特
定
派
遣
と
い
う
）と
一
般
労
働
者
派
遣（
以

下
、
一
般
派
遣
と
い
う
）
に
お
け
る
業
務
別

の
賃
金
を
み
て
い
く
。
特
定
派
遣
と
一
般
派

遣
は
、
派
遣
元
が
派
遣
事
業
を
実
施
す
る
上

で
の
法
的
な
区
切
り
で
あ
る
が
、
特
定
派
遣

で
は
常
用
型
の
派
遣
労
働
者
を
雇
用
し
、
一

般
派
遣
で
は
登
録
型
の
派
遣
労
働
者
が
中
心

と
な
る
。
特
定
派
遣
で
は
、「
情
報
処
理
シ
ス

テ
ム
開
発
」
や
「
機
械
設
計
」
と
い
っ
た
技

術
者
派
遣
と
、「
製
造
業
務
」
が
中
心
で
、
一

般
派
遣
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
系
、
製
造

業
務
系
、
軽
作
業
系
の
派
遣
と
業
務
内
容
は

比
較
的
多
岐
に
渡
る
。

　

派
遣
元
調
査
で
は
、
業
務
ご
と
の
平
均
時

給
額
の
他
に
、
市
場
賃
金
の
幅
を
把
握
す
る
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図２　特定派遣の賃金幅（観察数20以上の業務のみ抜粋）

図３　一般派遣の賃金幅（観察数20以上のみ抜粋）

資料出所：派遣元調査

資料出所：派遣元調査

（%）
ｎ ある ない 無回答

合　計� ｎ 1900 1092 774 34
％ 100.0 57.5 40.7 1.8

一般・営業事務・データ入力等 573 60.6 37.9 1.6
一般・営業事務等（自由化業務） 81 58.0 38.3 3.7
経理・会計 47 23.4 72.3 4.3
金融事務 80 78.8 21.3 -
受付・案内 73 56.2 42.5 1.4
テレフォンオペレーター 27 66.7 29.6 3.7
その他の事務職 23 43.5 56.5 -
医療・福祉・介護関連職 57 61.4 36.8 1.8
テレマーケティングの営業 24 70.8 29.2 -
販売 29 55.2 44.8 -
情報処理システム開発 103 18.4 80.6 1.0
その他の技術・クリエイティブ職 20 20.0 80.0 -
機械設計 77 31.2 64.9 3.9
研究開発 70.0 41.4 57.1 1.4
その他の専門職 45 40.0 57.8 2.2
電気機械器具組立・修理 33 63.6 30.3 6.1
その他の製造 171 90.1 8.8 1.2
倉庫作業 47 76.6 21.3 2.1
その他の軽作業 47 89.4 6.4 4.3
その他上記に該当しない業務 24 62.5 37.5 -

注）観察数 20以上の業務を抜粋。網がけ部分は合計値より 5ポイント高い数値。
資料出所：派遣先調査

表３　派遣業務別、業務未経験者受け入れの有無

２
．
賃
金
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た
め
に
上
限
時
給
額
と
下
限
時
給
額
を
聞
い

て
い
る
。
図
２
と
図
３
は
特
定
、
一
般
派
遣

別
の
賃
金
幅
で
あ
る
。
線
中
に
あ
る
点
は
平

均
賃
金
額
で
あ
る
。
な
お
、
特
定
派
遣
全
体

の
平
均
時
給
は
一
八
二
八
・
八
円
、
一
般
派

遣
の
場
合
は
一
三
三
四
・
七
円
と
、
五
〇
〇

円
程
度
の
開
き
が
あ
る
。

　

特
定
派
遣
で
は
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開

発
」
は
下
限
時
給
の
平
均
額
（
以
下
、
下
限

平
均
）
二
一
一
四
・
五
円
～
上
限
時
給
の
平

均
額
（
以
下
、
上
限
平
均
）
三
四
九
二
・
二

円
と
賃
金
が
高
く
幅
も
広
い
。
次
に
「
機
械

設
計
」
が
下
限
平
均
二
〇
〇
八
・
五
円
～
上

限
平
均
三
三
七
三
・
五
円
、
こ
ち
ら
も
比
較

的
賃
金
幅
が
広
い
。「
一
般
・
営
業
事
務
・
デ
ー

タ
入
力
」
は
下
限
平
均
一
二
六
五
・
〇
円
～

上
限
平
均
一
八
〇
七
・
三
円
と
な
っ
て
い
る
。

下
限
賃
金
の
平
均
値
が
低
い
の
は
、
軽
作
業

や
製
造
業
務
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
～
一
三
〇

〇
円
く
ら
い
で
推
移
し
、
上
限
金
額
も
そ
れ

か
ら
二
〇
〇
～
三
〇
〇
円
程
度
の
幅
で
あ
る
。

　

一
般
派
遣
で
は
「
一
般
・
営
業
事
務
・
デ
ー

タ
入
力
」
が
下
限
平
均
一
〇
九
八
・
〇
円
～

上
限
平
均
一
五
九
一
・
二
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
特
定
派
遣
と
比
較
す
る
と
、
二
〇
〇

円
程
度
低
い
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
系
の
業
務

で
は
、
大
体
一
〇
〇
〇
～
一
二
〇
〇
円
が
下

限
で
、
上
限
と
の
差
は
三
〇
〇
～
五
〇
〇
円

程
度
で
あ
る
。
上
限
下
限
賃
金
と
も
高
い
の

は
、「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
」
で
下
限
平

均
一
八
五
八
・
七
円
～
上
限
平
均
三
一
四
二
・

三
円
、「
機
械
設
計
」が
下
限
平
均
一
六
六
〇
・

三
円
～
上
限
平
均
二
六
九
六
・
八
円
で
あ
り
、

特
定
派
遣
と
同
様
賃
金
幅
も
広
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
特
定
派
遣
と
比
べ
て
一
般
派
遣

の
方
が
下
限
が
三
〇
〇
円
程
度
、
上
限
が
五

〇
〇
円
程
度
低
く
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
務

お
よ
び
軽
作
業
に
関
し
て
み
る
と
、
下
限
時

給
が
一
〇
〇
〇
円
前
後
、
上
限
時
給
が
一
二

〇
〇
円
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
賃
金
幅
は
小

さ
い
。

　

特
定
派
遣
、
一
般
派
遣
を
通
じ
て
い
え
る

こ
と
は
、「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
」、「
機

械
設
計
」、「
研
究
開
発
」、「
そ
の
他
の
専
門

職
」
な
ど
、
業
務
遂
行
に
当
た
っ
て
高
い
技

能
が
求
め
ら
れ
る
業
務
に
お
い
て
、
賃
金
幅

が
広
い
こ
と
で
あ
る
。
平
均
時
給
の
標
準
偏

差
も
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
他
よ
り
数
値
が

高
く
、
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
賃
金
が
シ
ン
グ
ル
レ
ー
ト
で
は
な

く
、
複
数
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
型
業
務
か
ら
高
度
な
判
断
業
務
ま
で

技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
賃
金
が
異
な
り
、
レ

ベ
ル
を
評
価
す
る
「
も
の
さ
し
」
が
市
場
に

存
在
す
る
、
あ
る
い
は
派
遣
会
社
内
で
評
価

制
度
等
が
構
築
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

②
賃
金
の
上
昇
の
要
因

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
賃
金
上
昇

が
み
ら
れ
る
の
か（
図
４
）。
特
定
派
遣
で
は
、

「
貴
社
で
の
稼
働
経
験
が
長
く
な
る
に
つ
れ

て
」（「
よ
く
あ
る
」
と
「
た
ま
に
あ
る
」
で

六
四
・
七
％
）、「
ス
キ
ル
や
職
務
遂
行
能
力

が
あ
が
っ
た
と
き
」（
同
上
六
九
・
九
％
）
に

賃
金
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
「
派
遣
先

を
新
し
く
変
わ
る
と
き
」（
同
上
二
〇
・
五
％
）

に
は
、
あ
ま
り
賃
金
上
昇
が
み
ら
れ
な
い
。

　

一
般
派
遣
で
も
、「
貴
社
で
の
稼
働
経
験
が

長
く
な
る
に
つ
れ
て
」（
同
上
七
三
・
三
％
）、

「
ス
キ
ル
や
職
務
遂
行
能
力
が
あ
が
っ
た
と

き
」（
同
上
七
七
・
九
％
）
の
割
合
が
高
い
。

特
定
派
遣
と
比
較
す
る
と
、
一
般
派
遣
の
方

が
「
同
一
派
遣
先
で
の
勤
続
が
長
く
な
っ
た

と
き
」（
同
上
六
八
・
〇
％
）
で
は
、
特
定
派

遣
よ
り
も
二
三
ポ
イ
ン
ト
近
く
高
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
派
遣
先
で
の
仕
事
が
高
度
化

し
た
と
き
」、「
派
遣
先

で
の
仕
事
の
幅
・
量
が

増
え
た
と
き
」、「
派
遣

料
金
の
世
間
相
場
が
上

が
っ
た
と
き
」、「
派
遣

先
を
新
し
く
変
わ
る
と

き
」
の
項
目
に
お
い
て

一
〇
～
二
〇
ポ
イ
ン
ト

の
差
が
み
ら
れ
る
。

　

特
定
派
遣
で
は
、
派

遣
元
に
お
け
る
雇
用
区

分
が
正
社
員
な
ど
で
、

派
遣
元
の
賃
金
制
度
に

準
じ
て
支
払
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
派
遣
先
で

の
仕
事
内
容
や
派
遣
料

金
、
世
間
相
場
な
ど
に

影
響
さ
れ
な
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

一
般
派
遣
で
は
、
派
遣

先
で
の
仕
事
内
容
に

よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
派

遣
料
金
が
変
わ
り
、
そ

れ
が
賃
金
に
影
響
を
及

ぼ
す
構
造
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特定派遣

40% 50% 60% 70% 80%

一般派遣

特定派遣

一般派遣

特定派遣

貴社での稼働経験が
長くなるにつれて

スキルや職務遂行能力が
あがったとき

同一派遣先での勤続が
長くなったとき 一般派遣

特定派遣

一般派遣

特定派遣

一般派遣

派遣先での仕事が
高度化したとき

派遣先での仕事の幅・
量が増えたとき

よくある

たまにある

特定派遣

一般派遣

特定派遣

一般派遣

派遣社員の派遣料金の
世間相場が上がったとき

派遣社員が資格や
免許を取ったとき

あまりない

全くない

無回答

特定派遣

一般派遣

特定派遣

一般派遣

派遣先の業績が
良いとき

派遣先を新しく
変わるとき

図４　派遣社員の賃金上昇の要因

資料出所：派遣元調査
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③
事
例
か
ら
み
る
賃
金
の
推
移

　

事
例
調
査
で
は
、
主
に
長
期
派
遣
で
の
派

遣
歴
が
直
近
で
三
年
以
上
あ
る
六
三
ケ
ー
ス

を
中
心
に
、
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
（
上
昇
、
横
ば
い
、
上
下
幅
が
大

き
い
）（
６
）
に
分
け
、
賃
金
推
移
と
そ
の
要

因
を
み
た
。
以
下
に
上
昇
、
横
ば
い
、
上
下

幅
が
大
き
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
そ
の
要
因
と

事
例
を
提
示
す
る
。

　

賃
金
上
昇
傾
向
に
あ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
派
遣
先
を
移
動
し
て
上
昇
し
た
場
合
と
、

同
一
派
遣
先
で
上
昇
し
た
場
合
で
は
要
因
は

異
な
る
。
派
遣
先
を
移
動
し
た
際
の
賃
金
上

昇
か
ら
は
、
大
き
く
三
つ
の
要
因
が
観
察
さ

れ
た
。
一
つ
は
職
種
の
移
動
。
例
え
ば
、
営

業
事
務
か
ら
経
理
や
、
製
造
業
務
か
ら
事
務

職
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
賃
金
の
高
い
職
種

に
移
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
つ
め
は
、

同
じ
職
種
の
中
で
よ
り
難
易
度
が
高
い
仕
事

に
就
く
場
合
。
特
に
、
未
経
験
か
ら
経
験
を

積
ん
で
、
次
に
実
務
経
験
者
と
し
て
同
職
種

に
就
く
と
上
昇
す
る
。
三
つ
め
は
、
勤
務
地

の
移
動
。
東
京
の
派
遣
労
働
者
の
賃
金
水
準

は
地
方
に
比
べ
て
高
い
た
め
、
東
京
に
移
動

し
た
場
合
に
上
昇
す
る
。
勤
務
地
変
更
と
職

種
変
更
に
お
け
る
賃
金
上
昇
の
幅
は
、
職
業

能
力
の
上
昇
で
獲
得
で
き
る
上
昇
幅
を
凌
駕

す
る
ほ
ど
大
き
い
。
例
え
ば
、
職
種
変
更
に

よ
る
賃
金
上
昇
の
例
で
い
え
ば
、
図
５
の
№

10
（
女
性
、
三
〇
歳
、
経
理
）
の
ケ
ー
ス
が

典
型
的
で
あ
る
。

　

№
10
は
高
校
卒
業
後
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
正
社
員
と
し
て
働
く
が
体
調
を
崩

し
て
離
職
し
、
そ
の
後
、
単
発
派
遣
や
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
て
、
医
療
事
務
の
資

格
を
取
得
、
派
遣
で
働
き
始
め
る
（
派
遣
先

１
）。
時
給
は
八
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
病
院

で
働
く
こ
と
が
向
い
て
い
な
い
と
感
じ
、
専

門
学
校
に
通
っ
て
簿
記
三
級
の
資
格
を
取
得
、

実
務
経
験
を
つ
け
る
た
め
に
経
理
職
に
近
い

営
業
事
務
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
働
き
始
め
る

（
派
遣
先
２
）。
時
給
は
一
四
〇
〇
円
と
、

従
前
の
医
療
事
務
の
派
遣
と
六
〇
〇
円
も
の

差
が
あ
る
。
同
社
で
一
年
働
い
て
契
約
更
新

せ
ず
、
同
じ
派
遣
元
か
ら
現
在
の
派
遣
先
で

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
（
派
遣
先
３
）

の
経
理
事
務
に
移
る
。
現
在
は
時
給
一
六
〇

〇
円
で
あ
る
。
現
在
の
派
遣
先
に
入
職
し
て

二
年
が
経
つ
が
時
給
は
上
昇
し
て
い
な
い
。

　

同
一
派
遣
先
で
の
賃
金
上
昇
要
因
で
は
、

三
つ
の
要
因
が
観
察
さ
れ
た
。
一
つ
め
は
、

派
遣
期
間
が
二
年
以
上
と
長
い
こ
と
。
二
つ

め
は
、
同
一
派
遣
先
で
派
遣
期
間
が
長
く
な

る
に
従
っ
て
、
仕
事
内
容
が
広
範
化
、
高
度

化
し
て
い
く
こ
と
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一

般
事
務
や
営
業
事
務
と
い
っ
た
よ
う
な
事
務

全
般
、
職
務
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
、
付
帯
業
務
が
多
い
職
務
に
み
ら
れ
る
。

三
つ
め
は
、
積
極
的
に
賃
金
交
渉
を
行
っ
て

い
る
場
合
で
あ
る
。
自
身
の
仕
事
の
状
況
を

派
遣
元
に
頻
繁
に
伝
え
、
派
遣
先
に
働
き
か

け
て
も
ら
う
よ
う
相
談
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス

で
は
、
賃
金
上
昇
が
観
察
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
表
す
事
例
と
し
て
、

図
６
の
№
66
（
女
性
、
三
八
歳
、
一
般
事
務
、

英
文
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
）
の
ケ
ー
ス
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

№
66
は
、
初
職
か
ら
一
八
年
間
一
貫
し
て

派
遣
で
働
い
て
い
る
。
派
遣
先
は
こ
れ
ま
で

四
つ
だ
が
、
現
在
の
派
遣
先
が
一
三
年
間
と

極
め
て
長
い
。
ま
た
、
長
い
派
遣
歴
の
中
、

派
遣
元
は
一
社
に
固
定
し
て
い
る
。
最
初
の

派
遣
先
は
、
事
務
経
験
（
就
業
経
験
）
が
な

か
っ
た
た
め
、
未
経
験
可
の
短
期
派
遣
の
仕

事
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
派
遣
先
１
）。
二

番
目
の
派
遣
先
は
海
運
貨
物
取
扱
業
者
（
乙

仲
）
で
の
貿
易
書
類
の
作
成
業
務
で
（
派
遣

先
２
）、
当
初
の
時
給
は
一
三
〇
〇
円
と
最

初
の
派
遣
か
ら
五
〇
円
上
昇
し
て
い
る
。
同

社
で
は
三
年
働
い
て
い
る
が
、
そ
の
間
二
〇

〇
円
上
昇
し
て
最
終
的
に
は
一
五
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
大
手
造
船
会
社
の

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

（
派
遣
先
４
）。
最
初
の
時
給
は
一
六
〇
〇

円
で
、
現
在
は
一
八
九
〇
円
と
三
九
〇
円
上

昇
し
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
特
徴
は
、
派

遣
先
、
派
遣
元
と
の
長
期
契
約
に
よ
る
関
係

性
の
深
ま
り
と
、
氏
が
派
遣
元
に
時
給
上
昇

交
渉
を
常
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
氏

は
毎
年
三
月
に
派
遣
元
に
対
し
て
「
一
人
春

闘
」
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
が

広
範
化
し
た
場
合
は
派
遣
元
に
状
況
説
明
し
、

派
遣
先
に
賃
金
（
派
遣
料
金
の
）
交
渉
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

800
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1600

1800

2000

2005 2006 2007 2008 2009
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（No10）

派遣先1、病
院受付

派遣先3、経理。

派遣先2、営業

事務、未経験。
職種変更

派遣元1 派遣元2

図５　①上昇：女性、30歳、経理（No.10）
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図６　①上昇：女性、38歳、一般事務、英文ファイリング（No.66）
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図７　②横ばい：男性、37歳、製造業務、実験評価（No.86）
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賃
金
が
横
ば
い
に
な
る
要
因
は
、
上
記
に

あ
げ
た
賃
金
上
昇
と
逆
の
要
因
（
職
種
変
更

が
な
い
、
仕
事
が
広
範
化
・
高
度
化
し
て
い

な
い
、
賃
金
交
渉
し
て
い
な
い
等
）
に
加
え
、

職
種
別
の
市
場
賃
金
の
中
で
頭
打
ち
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
図
７
の

№
86
（
男
性
、
三
七
歳
、
製
造
業
務
、
実
験

評
価
）
は
製
造
業
務
、
図
８
の
№
38
（
女
性
、

三
四
歳
、
Ｏ
Ａ
機
器
操
作
、
デ
ー
タ
入
力
）

は
デ
ー
タ
入
力
と
、
派
遣
先
が
変
わ
っ
て
も

職
種
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
№
86
は
、
高
校

卒
業
後
、
正
社
員
と
し
て
働
く
が
三
年
弱
働

い
て
離
職
。
そ
の
後
、
新
聞
販
売
店
な
ど
三

社
を
渡
り
歩
き
、
三
二
歳
の
時
に
派
遣
労
働

を
始
め
る
。
派
遣
先
１
は
愛
知
の
自
動
車
部

品
工
場
の
製
造
ラ
イ
ン
で
、
時
給
は
一
一
〇

〇
円
で
あ
っ
た
。
二
カ
月
程
度
働
く
が
、
寮

の
同
部
屋
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
離

職
、
神
奈
川
の
自
動
車
工
場
に
移
る
（
派
遣

先
１
）。
時
給
は
一
一
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

半
年
ほ
ど
勤
め
、
労
働
条
件
が
よ
い
（
夜
勤

が
無
い
）
派
遣
先
３
に
移
る
。
二
〇
〇
七
年

夏
頃
～
二
〇
〇
八
年
春
に
か
け
て
正
社
員
へ

の
転
職
活
動
を
行
う
が
う
ま
く
い
か
ず
、
つ

な
ぎ
と
し
て
派
遣
先
４
に
お
い
て
短
期
契
約

で
働
き
始
め
た
が
、
そ
の
後
三
カ
月
契
約
に

変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
№
38
は
、

同
一
派
遣
先
で
の
勤
続
期
間
が
、
最
長
で
約

二
年
半
と
短
く
、
仕
事
が
高
度
化
し
て
き
た

ら
派
遣
先
を
変
わ
る
と
い
う
特
性
も
あ
り
、

同
一
派
遣
先
で
賃
金
は
上
昇
し
て
い
な
い
。

　

図
９
の
№
73
（
女
性
、
三
九
歳
、
経
理
）

は
、
経
理
事
務
に
就
い
て
お
り
、
仕
事
の
高

度
化
が
み
ら
れ
る
が
賃
金
交
渉
し
て
い
な
い
。

賃
金
上
昇
幅
は
、
現
在
の
派
遣
先
で
勤
め
た

七
年
間
で
三
〇
円
に
と
ど
ま
る
。
最
初
の
派

遣
先
（
建
築
設
計
事
務
所
）
で
は
、
未
経
験

で
経
理
事
務
（
短
期
派
遣
）
に
就
く
。
時
給

は
一
六
五
〇
円
で
あ
っ
た
。
二
番
目
の
派
遣

先
は
石
油
関
連
会
社
の
子
会
社
で
の
経
理
事

務
で
あ
っ
た
。
氏
は
同
社
で
働
き
な
が
ら
専

門
学
校
に
通
い
、
一
年
後
に
簿
記
二
級
を
取

得
し
て
い
る
。
当
初
時
給
は
一
六
五
〇
円
で

あ
っ
た
が
三
〇
円
上
昇
し
て
い
る
。
現
在
の

派
遣
先
は
会
議
場
展
示
運
営
業
社
で
経
理
事

務
を
行
っ
て
い
る
（
派
遣
先
３
）。
働
き
始

め
て
七
年
に
な
る
が
、
五
年
目
に
一
度
三
〇

円
上
昇
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の

賃
金
相
場
に
お
い
て
は
比
較
的
高
水
準
に
あ

る
（
前
掲
図
２
、
３
参
照
）。

　

賃
金
が
下
降
す
る
場
合
の
大
き
な
要
因
は
、

労
働
者
本
人
の
都
合
に
よ
り
、
自
由
度
が
高

い
職
を
求
め
た
り
、
勤
務
地
を
東
京
か
ら
地

方
へ
移
し
た
り
、
あ
え
て
賃
金
が
低
い
職
種

に
移
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、

図
10
の
№
15
（
女
性
、
三
四
歳
、
デ
ー
タ
入

力
等
事
務
）
の
ケ
ー
ス
で
は
、
結
婚
後
に
夫

の
転
勤
に
伴
い
、
地
域
を
移
り
変
わ
り
な
が

ら
派
遣
で
働
い
て
い
る
（
派
遣
先
３
以
降
）。

ま
た
、
図
11
の
№
30
（
女
性
、
二
九
歳
、
一

般
事
務
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
の
ケ
ー
ス
で

は
、
派
遣
先
を
移
り
な
が
ら
時
給
は
上
昇
し

て
い
っ
た
が
、
将
来
キ
ャ
リ
ア
を
旅
行
業
界

に
定
め
、
離
職
。
旅
行
業
界
は
業
界
経
験
者

が
求
め
ら
れ
る
風
潮
に
あ
り
、
未
経
験
で
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
旅
行
業
界
は
他
の
業
界

に
比
べ
て
も
賃
金
が
低
い
と
い
わ
れ
、
そ
の

中
で
も
未
経
験
可
の
仕
事
で
あ
る
た
め
、
賃

金
は
低
い
。
№
30
は
、
こ
こ
で
就
業
経
験
の

実
績
を
一
年
ほ
ど
作
り
、
本
格
的
に
転
職
活

動
に
移
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
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図８　②横ばい：女性、34歳、OA機器操作、データ入力（No.38）
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図９　②横ばい：女性、39歳、経理（No.73）
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図10　③上下動：女性、34歳、データ入力等事務（No.15）
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図11　③上下動：女性、29歳、一般事務、コールセンター（No.30）
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①
年
齢
の
「
壁
」

　

派
遣
労
働
者
は
、
二
〇
歳
代
後
半
か
ら
三

〇
歳
代
に
多
く
、
四
〇
歳
以
降
急
激
に
そ
の

人
数
が
減
る
。
そ
の
た
め
、
世
間
で
は
派
遣

労
働
に
は
「
年
齢
の
壁
」
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
図
12
は
、総
務
省「
労
働
力
調
査
」

の
統
計
か
ら
派
遣
労
働
者
の
年
齢
階
層
別
比

率
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
わ
か
る
こ

と
は
、
第
一
に
、
派
遣
労
働
者
の
年
齢
階
層

で
最
も
多
い
の
は
「
二
五
～
三
四
歳
」、
次

に
多
い
の
が
「
三
五
～
四
四
歳
」
で
、
経
年

で
み
て
も
、
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
六
割

を
超
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、「
二
五
～

三
四
歳
」
の
割
合
が
二
〇
〇
二
年
に
五
三
・

五
％
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
三

五
・
四
％
と
一
八
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
て

い
る
。
一
方
、「
三
五
～
四
四
歳
」
の
割
合
が

二
〇
〇
二
年
に
一
六
・
三
％
だ
っ
た
の
が
、

二
〇
一
〇
年
に
二
八
・
一
％
と
一
二
ポ
イ
ン

ト
程
度
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
五
歳
以

降
の
高
年
齢
の
階
層
も
微
増
で
は
あ
る
が
す

べ
て
上
昇
し
て
お
り
、
逆
に
若
年
層
の
「
一

五
～
二
四
歳
」
は
二
〇
〇
七
年
以
降
減
少
を

続
け
二
〇
一
〇
年
に
五
・
二
％
と
全
階
層

中
も
っ
と
も
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
全
体
の
傾
向
を
み
る
と
、
派
遣

労
働
者
の
年
齢
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

派
遣
元
調
査
で
は
、
年
齢
が
高
く
て
も
仕

事
の
紹
介
が
比
較
的
容
易
な
業
務
と
、
そ
の
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図12　派遣労働者の年齢階層別割合の推移

資料出所：総務省「労働力調査」。＊ 15 ～ 24 歳で就学の傍ら働いている者は除いている。

（％）

【特定派遣】
ｎ ４０歳未満 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０歳以上 無回答 平均（歳）

1138 173 311 297 351 6 49.52
（100.0） 15.2 27.3 26.1 30.8 0.5

一般・営業事務・データ入力等 108 20.3 39.9 17.6 22.3 - 45.56
情報処理システム開発 139 32.3 40.3 20.9 4.3 2.2 42.35
その他の技術・クリエイティブ職 21 23.8 47.6 9.6 19.0 - 45.10
機械設計 106 20.8 25.5 34.9 18.9 - 47.42
建築物清掃 25 0.0 0.0 24.0 76.0 - 62.16
建築設備運転・点検・整備 30 0.0 13.3 30.0 56.7 - 57.50
研究開発 47 27.6 29.7 31.9 10.7 - 44.45
その他の専門職 43 4.6 14.0 34.9 41.9 4.7 53.80
電気機械器具組立・修理 43 11.7 30.2 27.9 30.2 - 49.51
半導体・電子機器製造組立・修理 21 14.3 38.1 28.6 19.0 - 46.67
輸送用機械組立・修理 21 19.1 14.3 28.5 38.1 - 50.67
その他の製造 119 9.2 22.7 34.4 33.5 - 51.72
運送・運送補助 36 0.0 8.4 30.6 61.1 - 58.00
倉庫作業 72 5.6 8.3 43.1 43.1 - 54.04
その他の軽作業 71 0.0 19.8 16.9 63.4 - 56.97

注）観察数 20 以上の業務を抜粋。年齢階層の網がけはピーク、平均値の網がけは 50 歳以上を示す。

表４　特定派遣、一般派遣別、紹介容易な年齢上限（上位業務三つ選択）

（％）

【一般派遣】
ｎ ４０歳未満 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０歳以上 無回答 平均（歳）

1524 74 405 548 490 7 51.87（100.0） 4.9 26.6 35.9 32.2 0.5
一般・営業事務・データ入力等 131 10.7 45.0 32.1 12.2 - 46.49
一般・営業事務等（自由化業務） 36 8.3 38.9 38.9 13.9 - 48.17
ファイリング 25 0.0 28.0 40.0 32.0 - 51.68
財務 29 0.0 41.3 41.3 17.2 - 50.31
経理・会計 53 3.8 47.1 43.3 5.7 - 47.83
受付・案内 22 13.6 31.8 22.7 31.8 - 48.64
通訳・翻訳・速記 28 3.6 39.3 25.0 32.2 - 52.07
テレフォンオペレーター 37 5.4 37.8 43.2 10.8 2.7 48.58
医療・福祉・介護関連職 40 0.0 20.0 55.0 25.0 - 53.20
テレマーケティングの営業 32 3.1 37.5 50.1 9.4 - 48.84
販売 48 6.3 25.0 29.2 37.6 2.1 52.53
その他の営業・販売関連職 24 8.3 41.7 20.8 29.2 - 49.71
情報処理システム開発 45 13.3 40.0 40.0 6.6 - 46.02
機械設計 40 12.5 30.0 5.0 52.5 - 52.13
建築物清掃 57 0.0 3.5 12.3 84.2 - 60.89
研究開発 20 5.0 40.0 20.0 35.0 - 51.00
その他の専門職 37 2.7 18.9 18.9 59.4 - 56.41
電気機械器具組立・修理 54 13.0 33.4 38.9 14.8 - 47.72
半導体・電子機器製造組立・修理 40 7.5 40.0 32.5 20.0 - 49.00
輸送用機械組立・修理 40 10.0 32.5 45.0 12.5 - 48.28
その他の製造 146 0.7 26.0 41.8 31.5 - 52.60
運送・運送補助 48 2.1 4.2 56.2 37.5 - 55.19
倉庫作業 147 2.1 10.2 53.7 32.7 1.4 53.72
その他の軽作業 159 0.0 13.2 36.5 50.2 - 55.77

注）観察数 20 以上の業務を抜粋。年齢階層の網がけはピーク、平均値の網がけは 50 歳以上を示す。
資料出所：派遣元調査

３
．
年
齢
の
「
壁
」
と

雇
用
不
安
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限
界
年
齢
階
層
を
聞
い
て
い
る
（
表
４
）。

め
や
す
の
た
め
、
観
察
数
が
二
〇
以
上
の
業

務
に
つ
い
て
、
ピ
ー
ク
の
年
齢
階
層
に
網
が

け
し
て
い
る
。
業
務
全
体
の
平
均
年
齢
で
み

る
と
、
特
定
派
遣
で
は
四
九
・
五
二
歳
、
一

般
派
遣
で
は
五
一
・
八
七
歳
と
、
一
般
派
遣

の
方
が
や
や
年
齢
が
高
い
。

　

業
務
ご
と
に
分
布
を
見
て
い
く
と
、「
一

般
・
営
業
事
務
・
デ
ー
タ
入
力
等
」
は
特
定
、

一
般
派
遣
共
に
四
〇
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
り

若
年
に
偏
っ
て
い
る
。「
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
開
発
」
も
、
特
定
派
遣
で
四
〇
歳
代
、
一

般
派
遣
で
は
四
〇
～
五
〇
歳
代
が
ピ
ー
ク
で

あ
り
、
比
較
的
若
い
。
同
じ
技
術
系
派
遣
で

も
、「
機
械
設
計
」
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
年
齢

が
高
く
、
特
定
派
遣
で
は
五
〇
歳
代
、
一
般

派
遣
で
は
六
〇
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
製

造
業
務
、
軽
作
業
に
関
し
て
も
比
較
的
年
齢

階
層
が
高
い
が
、
半
導
体
製
造
に
限
っ
て
み

れ
ば
、
特
定
、
一
般
派
遣
共
に
四
〇
歳
代
に

ピ
ー
ク
が
来
て
お
り
、
比
較
的
若
い
派
遣
労

働
者
に
偏
っ
て
い
る
職
場
で
あ
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働
で
は
、
か

つ
て
は
「
三
五
歳
頃
に
壁
が
来
る
」
と
い
わ

れ
も
し
た
が
、
そ
の
壁
は
四
〇
歳
前
後
ま
で

の
び
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
職
種
別

に
み
る
と
、
事
務
系
で
は
比
較
的
早
く
四
〇

歳
代
に
は
上
限
が
来
る
。
一
方
、
機
械
設
計

や
製
造
業
務
、
軽
作
業
は
比
較
的
高
年
齢
で

も
派
遣
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

②
雇
用
不
安

　

派
遣
労
働
は
不
安
定
雇
用
で
あ
る
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
派
遣
社
員
は
、
雇
用
不
安
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
派
遣
社
員
調
査
に
よ
れ
ば
、
将
来
の
雇

用
不
安
を
感
じ
る
と
す
る
者
は
七
割
に
及
ん

だ（「
不
安
あ
り
」は
、「
不
安
で
あ
る
」と「
少

し
不
安
で
あ
る
」
の
合
計
）。
年
齢
別
に
み

る
と
、「
四
〇
～
四
五
歳
」
で
「
不
安
あ
り
」

と
す
る
割
合
が
八
〇
・
二
％
と
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
る
。
と
く
に「
四
〇
～
四
五
歳
未
満
」

で
は
「
不
安
で
あ
る
」
が
五
二
・
二
％
と
二

人
に
一
人
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
先
述
の

派
遣
元
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、年
齢
の「
壁
」

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
派
遣
労
働

者
側
も
年
齢
の
「
壁
」
を
意
識
し
て
い
る
よ

う
だ
。
未
・
既
婚
の
別
に
み
る
と
、
未
婚
者

の
ほ
う
が
「
不
安
あ
り
」
の
割
合
が
高
い
（
表

５
）。

　

雇
用
形
態
別（
７
）
に
み
る
と
、「
登
録
型
派

遣
社
員
」
で
「
不
安
あ
り
」
が
七
三
・
四
％

と
な
っ
て
お
り
、「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期
間

の
定
め
あ
り
）」（
六
八
・
九
％
）、「
常
用
型
派

遣
社
員（
期
間
の
定
め
な
し
）」（
六
五
・
二
％
）

よ
り
も
割
合
が
高
い
。

　

③
派
遣
労
働
の
継
続
希
望

　

派
遣
社
員
調
査
で
は
、「
あ
な
た
は
派
遣
社

員
と
い
う
就
業
形
態
で
、
い
つ
ま
で
働
き
た

い
か
」
尋
ね
て
い
る
（
表
６
）。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、「
で
き
る
だ
け
派
遣
社
員
と
し
て
長
く

働
き
た
い
」は
二
二
・
九
％
に
と
ど
ま
り
、「
あ

る
程
度
の
期
間
で
あ
れ
ば
派
遣
社
員
と
し
て

働
き
た
い
」
四
四
・
九
％
、「
で
き
る
だ
け
早

く
派
遣
社
員
を
辞
め
た
い
」
二
九
・
六
％
と

な
っ
て
い
る
。
派
遣
社
員
の
七
割
強
は
、
で

き
る
だ
け
早

期
に
、
あ
る

い
は
中
長
期

的
に
は
派
遣

社
員
を
辞
め

た
い
と
考
え

て
い
る
よ
う

だ
。

　

年
齢
別
に

み
る
と
、
年

齢
が
高
ま
る

ほ
ど
「
で
き

る
だ
け
派
遣

社
員
と
し
て

長
く
働
き
た

い
」
と
す
る

割
合
が
高
ま

る
傾
向
に
あ

る
一
方
で
、

「
あ
る
程
度

の
期
間
で
あ

れ
ば
派
遣
社

員
と
し
て
働

き
た
い
」
と

す
る
割
合
は

低
下
す
る
傾

向
に
あ
る
。

（％）

ｎ 不安はない あまり不安
はない

どちらとも
いえない

少し不安で
ある 不安である 不安なし

計
不安あり

計
合計 4307 3.5 9.4 16.3 27.9 42.9 12.9 70.8 
＜性別＞
男性 1227 5.1 11.2 18.3 28.2 37.2 16.3 65.4 
女性 3021 2.5 8.8 15.5 27.8 45.4 11.3 73.2 
＜年齢別＞
30 歳未満 963 3.8 10.5 19.1 31.6 35.0 14.3 66.6 
30 ～ 35 歳未満 977 2.9 9.9 14.8 27.2 45.1 12.8 72.4 
35 ～ 40 歳未満 772 2.1 6.7 15.2 28.0 48.1 8.8 76.0 
40 ～ 45 歳未満 525 0.8 6.7 12.4 28.0 52.2 7.4 80.2 
45 歳以上 767 5.9 12.3 16.3 25.3 40.3 18.1 65.6 
＜未・既婚の別＞
既婚 1772 4.1 12.2 18.0 27.7 38.0 16.3 65.7 
未婚 2475 2.7 7.4 15.0 28.2 46.6 10.1 74.9 
＜雇用形態別＞
登録型派遣社員 2450 2.7 8.2 15.7 26.4 47.0 10.9 73.4 
常用型派遣社員（期間の定めあり） 1115 4.8 9.6 16.7 29.1 39.7 14.4 68.9 
常用型派遣社員（期間の定めなし） 742 4.3 12.8 17.7 31.0 34.2 17.1 65.2 

注）「不安なし」は「不安はない」「あまり不安はない」の合計。「不安あり」は「不安である」「少し不安である」の合計。
資料出所：派遣社員調査

（％）

ｎ
できるだけ派遣
社員として長く
働きたい

ある程度の期間で
あれば派遣社員と
して働きたい

できるだけ早く
派遣社員を辞め
たい

無回答

合計 4473 22.9 44.9 29.6 2.7 
＜性別＞
男性 1273 18.5 41.9 37.4 2.2 
女性 3111 24.6 46.5 26.4 2.4 
＜年齢別＞
30 歳未満 997 15.3 51.0 32.4 1.3 
30 ～ 35 歳未満 998 20.2 48.9 29.7 1.2 
35 ～ 40 歳未満 793 23.1 43.4 32.0 1.5 
40 ～ 45 歳未満 541 24.8 41.6 31.4 2.2 
45 歳以上 803 34.2 37.9 23.2 4.7 
＜未既婚＞
既婚 1837 27.8 45.8 23.6 2.8 
未婚 2550 19.1 44.6 34.2 2.1 
＜雇用形態別＞
登録型派遣社員 2529 23.9 46.3 27.8 2.0 
常用型派遣社員（期間の定めあり） 1165 22.1 42.3 33.4 2.2 
常用型派遣社員（期間の定めなし） 779 20.8 44.2 29.7 5.4 
＜派遣元からの紹介評価別＞
紹介されている 1589 27.3 45.6 25.2 2.0 
紹介されているが希望に添うものがない 179 20.7 45.3 33.0 1.1 
紹介がほとんどされない 529 20.8 37.4 40.6 1.1 

資料出所：派遣社員調査

表５　将来の雇用不安

表６　派遣社員としていつまで働きたいと考えているか
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「
で
き
る
だ
け
早
く
派
遣
社
員
を
辞
め
た
い
」

と
す
る
者
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
三
割
程
度

い
る
。
性
別
に
み
る
と
、「
で
き
る
だ
け
早
く

派
遣
社
員
を
辞
め
た
い
」
と
す
る
割
合
は
、

「
男
性
」
三
七
・
四
％
、「
女
性
」
二
六
・
四
％

と
な
っ
て
お
り
、「
男
性
」
の
ほ
う
が
早
期
に

派
遣
社
員
を
辞
め
た
い
と
す
る
割
合
が
高
い
。

未
既
婚
別
に
み
る
と
、
未
婚
者
の
ほ
う
が
既

婚
者
に
比
べ
、「
で
き
る
だ
け
早
く
派
遣
社
員

を
辞
め
た
い
」
と
す
る
割
合
が
高
い
一
方
で
、

既
婚
者
の
ほ
う
が
未
婚
者
に
比
べ
、「
で
き
る

だ
け
派

遣
社
員

と
し
て

長
く
働

き

た

い
」
と

す
る
割

合
が
高

く
な
っ

て
い
る
。

　

雇
用

形
態
別

に
み
る

と
、「
で

き
る
だ

け
派
遣

社
員
と

し
て
長

く
働
き

た
い
」

と
す
る

割
合
は
、

「
登
録

型
派
遣

社
員
」

で

二

三

・

九
％
と
な
っ
て
お
り
、「
常
用
型
派
遣
社
員

（
期
間
の
定
め
あ
り
）」（
二
二
・
一
％
）、「
常

用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
な
し
）」（
二

〇
・
八
％
）
よ
り
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
高

い
。
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
常

用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
な
し
）」
で

あ
っ
て
も
、「
で
き
る
だ
け
派
遣
社
員
と
し
て

長
く
働
き
た
い
」
と
す
る
者
は
二
割
程
度
で

あ
る
。「
派
遣
元
か
ら
の
紹
介
評
価
別
」
に

み
る
と
、「
紹
介
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
者
で

「
で
き
る
だ
け
派
遣
社
員
と
し
て
長
く
働
き

た
い
」
と
す
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
。
仕

事
の
紹
介
が
安
定
的
な
者
ほ
ど
長
期
的
に
派

遣
を
続
け
た
い
と
考
え
る
よ
う
だ
。

　

派
遣
社
員
調
査
で
は
「
あ
と
何
年
、
派
遣

社
員
と
し
て
働
き
た
い
と
思
う
か
」
を
尋
ね

て
い
る
が
（
以
下
、「
派
遣
社
員
継
続
希
望
年

数
」
と
略
す
）、
そ
の
平
均
値
は
三
・
九
八

年
だ
っ
た
。
派
遣
社
員
継
続
希
望
年
数
に
調

査
時
点
（
現
在
）
の
年
齢
を
加
算
し
た
「
派

遣
社
員
継
続
希
望
年
齢
」
に
つ
い
て
年
齢
別

に
み
る
と
、
現
在
「
三
〇
歳
未
満
」
の
者
で

は
「
三
〇
歳
未
満
」
ま
で
派
遣
社
員
と
し
て

働
き
続
け
た
い
と
考
え
る
も
の
が
六
四
・

八
％
と
半
数
強
を
占
め
て
お
り
、「
三
〇
～
三

五
歳
未
満
」（
二
九
・
二
％
）
を
含
め
る
と
九

四
・
〇
％
が
三
五
歳
に
な
る
前
に
は
派
遣
社

員
を
辞
め
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
現
在
「
三
〇
～
三
五
歳
未
満
」
の
者
は
、

「
三
〇
～
三
五
歳
未
満
」（
五
八
・
四
％
）、「
三

五
～
四
〇
歳
未
満
」（
三
〇
・
三
％
）
と
合
わ

せ
て
八
八
・
七
％
が
四
〇
歳
に
達
す
る
前
に

派
遣
社
員
を
辞
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

在
「
三
五
～
四
〇
歳
未
満
」
の
者
も
、「
三
五

～
四
〇
歳
未
満
」（
五
二
・
八
％
）、「
四
〇
～

四
五
歳
未
満
」（
二
九
・
九
％
）
と
合
わ
せ
て

八
二
・
七
％
が
四
五
歳
に
達
す
る
前
に
派
遣

社
員
を
辞
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在「
四
〇
～
四
五
歳
未
満
」「
四
五
歳
以
上
」

の
者
を
み
る
と
、
次
第
に
、
派
遣
社
員
と
し

て
働
き
た
い
と
考
え
る
上
限
年
齢
は
上
昇
を

し
続
け
、「
四
五
歳
以
上
」
の
者
で
は
、「
五
〇

～
六
〇
歳
未
満
」
が
四
二
・
五
％
と
な
っ
て

お
り
、「
六
〇
歳
以
上
」も
四
〇
・
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
年
齢
が
四
〇
歳
以
上
に
な
る
と
、

よ
り
長
期
に
派
遣
社
員
を
続
け
た
い
と
考
え

る
者
が
増
え
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（
表
７
）。

　

④
事
例
か
ら
見
る
「
年
齢
の
壁
」

へ
の
不
安

　

派
遣
社
員
は
「
三
五
歳
の
年
齢
の
壁
」
に

つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
事

例
調
査
を
み
る
と
、「
年
齢
上
限
」
に
対
し
て

不
安
を
抱
く
声
は
根
強
い
。
し
か
し
、
三
〇

代
後
半
層
で
は
、
そ
の
壁
は
四
〇
歳
あ
た
り

ま
で
伸
び
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
触

を
持
つ
者
も
目
立
つ（
８
）。

　

№
6
（
三
九
歳
未
婚
（
離
婚
）・
女
性
・

Ｏ
Ａ
機
器
操
作
（
デ
ー
タ
集
計
））
は
、
派

遣
社
員
の
年
齢
上
限
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

　　
「（
私
の
年
齢
層
で
は
、）
私
が
派
遣
に
登

録
し
た
と
き
か
ら
、
た
ぶ
ん
派
遣
の
ス
タ
ー

ト
は
同
じ
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。（
派
遣
が
）

広
く
世
間
に
知
れ
渡
っ
た
の
も
、
パ
ソ
コ
ン

が
普
及
し
た
の
も
。
だ
か
ら
絶
え
ず
派
遣
の

限
界
説
っ
て
い
つ
も
（
私
と
）
同
じ
年
な
ん

で
す
。
で
、
今
は
も
う
四
〇
近
い
の
で
、『
そ

う
い
え
ば
四
〇
で
派
遣
し
て
い
る
人
は
い
な

い
な
』
み
た
い
な
感
じ
で
思
い
な
が
ら
も
、

で
も
今
回
こ
の
よ
う
に
職
に
つ
け
た
わ
け
な

の
で
、
い
つ
も
『
う
～
ん
』
と
思
い
な
が
ら
。

（
笑
）
や
っ
ぱ
り
自
分
の
問
題
で
は
な
い
で

す
か
」（
№
6
）

　　

ま
た
、
№
54
（
三
八
歳
既
婚
・
女
性
・
営

業
事
務
）
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　　
「
昔
は
、
年
齢
は
私
も
す
ご
く
思
っ
て
不

安
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
三
五

（
歳
）
過
ぎ
た
ら
パ
ー
ト
な
ん
だ
ろ
う
な
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、（
今
は
）
年
齢
は
感

じ
な
い
。（
中
略
）
実
際
に
仲
良
く
な
っ
た

企
業
の
社
員
さ
ん
と
話
し
て
も
、
一
応
派

遣
っ
て
最
初
紹
介
の
と
き
に
年
齢
を
出
さ
な

い
の
で
、
見
た
目
で
よ
ほ
ど
お
ば
さ
ん
ぽ
く

な
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
企
業
も
あ
ま
り
そ
ん

な
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
の
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。（
中
略
）
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

が
な
け
れ
ば
、
今
で
も
四
〇
と
か
四
〇

ち
ょ
っ
と
過
ぎ
ぐ
ら
い
ま
で
な
ら
行
け
る
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
三
五
歳
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
今
、
私
の
中
で
四
〇
歳
定
年
説
ぐ

ら
い
な
ん
で
す
よ
ね
」（
№
54
）

　　

そ
の
一
方
で
、
№
79
（
三
四
歳
未
婚
・
女

性
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
は
、
年
齢
上
限
に

つ
い
て
不
安
を
抱
い
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
№

79
は
、
二
〇
歳
代
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
頃

に
、
ネ
ッ
ト
で
時
給
相
場
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
傍
ら
、
自
身
の
年
齢
を
も
と
に
求
人
検
索

を
す
る
と
、「
二
〇
代
女
性
」
と
「
三
〇
代
女

（％）

ｎ 30 歳未満 30 ～ 35 歳
未満

35 ～ 40 歳
未満

40 ～ 45 歳
未満

45 ～ 50 歳
未満

50 ～ 60 歳
未満 60 歳以上

合計 3668 16.4 21.5 18.3 12.5 8.8 12.7 9.8 
＜年齢別＞
30 歳未満 929 64.8 29.2 3.9 0.2 0.9 0.9 0.2 
30 ～ 35 歳未満 888 － 58.4 30.3 6.0 0.8 2.6 1.9 
35 ～ 40 歳未満 693 － － 52.8 29.9 9.1 5.3 2.9 
40 ～ 45 歳未満 455 － － － 43.1 27.7 21.8 7.5 
45 歳以上 703 － － － － 16.8 42.4 40.8 

注）派遣社員として働き続けたいと考えている年齢は、派遣継続希望年齢に現在の年齢を加算して求めた。無回答を除き集計。
資料出所：派遣社員調査

表７　年齢階層別にみた、派遣社員として働き続けたいと考えている年齢
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性
」
で
ヒ
ッ
ト
件
数
が
大
き
く
違
っ
て
く
る

こ
と
に
気
付
い
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
エ
ク
セ
ル

も
ワ
ー
ド
も
わ
か
り
ま
せ
ん
じ
ゃ
、
よ
く
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
…
…
」
と
考
え
て
、
事
務
系

の
仕
事
を
探
し
始
め
た
と
い
う
（
た
だ
し
、

№
79
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
紹
介
は
、

商
品
知
識
の
吸
収
力
さ
え
あ
れ
ば
、
事
務
系

の
仕
事
（
一
般
事
務
等
）
に
比
べ
て
仕
事
の

紹
介
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
）。

　

経
理
事
務
を
し
て
い
る
№
73
（
三
九
歳
・

未
婚
・
女
性
）
は
、
派
遣
社
員
で
働
く
場
合

の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
る
年
齢
上
限
と
し
て

「
一
般
事
務
な
ら
三
〇
歳
。
経
理
事
務
な
ら

四
〇
歳
ぐ
ら
い
、
四
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
、
今

い
る
と
こ
ろ
を
ず
っ
と
続
け
る
し
か
な
い
」

と
語
る
。
企
業
受
付
を
し
て
い
る
№
27
（
三

二
歳
・
未
婚
・
女
性
）
は
、
派
遣
社
員
に
つ

い
て
、
既
婚
者
で
あ
れ
ば
扶
養
の
範
囲
で
働

く
四
〇
歳
ぐ
ら
い
の
女
性
を
み
た
こ
と
が
あ

り
、
四
五
歳
の
派
遣
社
員
（
企
業
受
付
）
と

も
一
緒
に
働
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
四
〇
歳

前
後
の
年
齢
層
の
女
性
は
「
レ
ア
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。
№
27
は
、
派
遣
先
は
企
業
受

付
で
若
い
人
を
好
む
傾
向
に
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
一
般
事
務
で
正
規
転
換
を
果
た
し
た

№
82
（
三
五
歳
・
未
婚
・
女
性
）
は
、「
三
五

歳
す
ぎ
の
人
も
（
職
場
に
）
多
い
た
め
今
は

感
じ
な
い
」と
し
つ
つ
も
、「
定
年（
六
〇
歳
）

ま
で
は
無
理
」
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

理
由
は
、
貯
蓄
が
あ
り
定
年
後
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
が
で
き
て
い
る
な
ら
可
能
だ
が
、
資
産

形
成
を
一
人
で
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

そ
も
そ
も
成
立
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

（
９
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
派
遣
社
員
が
抱
く

年
齢
へ
の
不
安
は
、
派
遣
先
が
新
規
で
派
遣

社
員
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
若
い
派
遣
社
員

を
選
好
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
か
ら

来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
派
遣
社

員
の
年
齢
が
高
い
場
合
、
派
遣
先
の
指
揮
命

令
者
や
一
緒
に
仕
事
を
す
る
正
社
員
層
が
年

下
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
派

遣
先
が
若
年
の
派
遣
社
員
を
選
好
す
る
と
考

え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
三
五
歳
を
超
え
て
も
仕
事
の
紹

介
を
得
て
い
る
者
も
お
り
、
そ
の
よ
う
な
者

は
自
身
の
年
齢
の
上
昇
を
理
由
に
派
遣
元
か

ら
の
仕
事
紹
介
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
不
安

を
抱
き
つ
つ
も
、
仕
事
を
得
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
「
本
人
次
第
」
と
の
認
識
を
抱
く
者
が

い
る
（
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
、
№
79
（
三
八

歳
）
が
定
年
四
〇
歳
説
を
唱
え
た
よ
う
に
、

何
ら
か
の
年
齢
上
限
が
あ
る
の
で
は
と
の
不

安
も
ぬ
ぐ
え
て
い
な
い
）。
一
方
、
三
〇
歳

代
中
盤
に
差
し
掛
か
る
年
齢
層
で
は
、「
三
五

歳
の
年
齢
の
壁
」
を
感
じ
る
者
が
お
り
、
そ

れ
は
職
種
ご
と
に
年
齢
上
限
が
違
う
よ
う
で

あ
る
（
例
え
ば
、
経
理
事
務
の
よ
う
な
専
門

性
が
あ
る
職
種
で
あ
れ
ば
年
齢
上
限
が
高
い

が
、
企
業
受
付
の
よ
う
に
対
人
業
務
が
主
な

業
務
で
は
、年
齢
上
限
が
低
い
と
の
不
安
等
）。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
〇
歳
代
に
差
し

掛
か
る
よ
う
な
年
齢
層
で
は
、
現
在
働
い
て

い
る
派
遣
先
に
継
続
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
面
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

①
正
社
員
希
望

　

今
後
の
正
社
員
希
望
に
つ
い
て
み
る
と
、

正
社
員
希
望
（「
是
非
な
り
た
い
」+

「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
な
り
た
い
」）
の
割
合
は

八
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
の
雇
用

不
安
別
に
み
る
と
、
雇
用
不
安
が
高
ま
る
ほ

ど
正
社
員
希
望
の
割
合
は
高
ま
る
（
図
13
）。

　

表
８
は
、
正
社
員
希
望
者
を
対
象
と
し
て
、

正
社
員
に
な
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
に
つ

い
て
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。「
具
体
的
に
求

職
活
動
を
し
て
い
る
」
者
は
六
・
六
％
、「
具

体
的
な
求
職
活
動
ま
で
は
し
て
い
な
い
が
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
の
情
報
収
集
程
度
は
し
て
い
る

（
以
下
、「
情
報
収
集
程
度
は
し
て
い
る
」
と

略
す
）」
は
三
五
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、「
特

段
何
も
し
て
い
な
い
」
者
が
五
七
・
七
％
と

な
っ
て
い
る
。
正
社
員
を
希
望
し
て
い
る
が
、

半
数
の
者
は
「
特
段
何
も
し
て
い
な
い
」
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
雇
用
形
態
別
に

み
る
と
、
登
録
型
派
遣
社
員
で
「
特
段
何
も

し
て
い
な
い
」
と
す
る
割
合
が
低
い
。

　

男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
の
ほ
う
が
「
具

体
的
な
求
職
活
動
を
し
て
い
る
」
と
す
る
割

合
が
高
く
、
既
婚
者
よ
り
も
未
婚
者
の
ほ
う

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
性
別
未
既
婚
別
に
み

る
と
、
男
性
・
未
婚
者
で
「
具
体
的
な
求
職

活
動
を
し
て
い
る
」
と
す
る
割
合
は
一
〇
・

六
％
と
高
く
な
っ
て
お
り
、「
情
報
収
集
程
度

は
し
て
い
る
」
を
含
め
る
と
、
四
九
・
七
％

は
何
ら
か
の
求
職
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
と

な
る
。
女
性
・
未
婚
者
も
、「
具
体
的
な
求
職

活
動
を
し
て
い
る
」、「
情
報
収
集
程
度
は
し

48.3 

35.3 

33.1 

34.8 

42.4 

60.2 

32.4 

25.9 

30.6 

34.0 

37.1 

29.1 

19.3 

38.8 

36.3 

31.2 

20.4 

10.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計(n=3972)

＜将来の雇用不安別＞

不安はない(n=85)

あまり不安はない(n=317)

どちらともいえない(n=600)

少し不安である(n=1086)

不安である(n=1762)

是非なりたい どちらかといえば、なりたい どちらかといえば、なりたくない まったくなりたくない

図13　正社員希望の有無

注）無回答を除き集計。
資料出所：派遣社員調査

４
．
正
社
員
希
望
の
状
況
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て
い
る
」
を
合
わ
せ
る
と
四
四
・
六
％
が
何

ら
か
の
求
職
行
動
を
し
て
い
る
。
な
お
、
年

齢
別
に
み
る
と
、
年
齢
が
高
ま
る
ほ
ど
、
お

お
む
ね
「
特
段
に
何
も
し
て
い
な
い
」
と
す

る
割
合
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　

正
社
員
希
望
者
を
対
象
に
、
正
社
員
で
働

き
た
い
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
正
社
員
だ

と
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
」
が
八
〇
・

八
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、

「
賃
金
が
高
い
か
ら
」、「
労
働
・
社
会
保
険

が
充
実
し
て
い
る
か
ら
」、「
福
利
厚
生
が
充

実
し
て
い
る
か
ら
」
な
ど
が
続
く
（
表
９
）。

こ
れ
を
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、「
正
社
員
だ

と
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
」
な
ど
で
、

「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
な
し
）」、

「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
あ
り
）」、

「
登
録
型
派
遣
社
員
」の
順
で
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。
常
用
型
よ
り
も
登
録
型
の
ほ
う
が

正
社
員
を
希
望
す
る
う
え
で
こ
れ
ら
の
理
由

を
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

他
方
、
正
社
員
非
希
望
者
を
対
象
に
、
正

社
員
に
な
り
た
く
な
い
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
仕
事
と
私
生
活
の
両
立
が
困
難
に
な

る
」
が
四
七
・
九
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
、「
責
任
が
重
く
な
る
」、「
労
働
時
間

が
長
く
な
る
」、「
職
場
の
人
間
関
係
が
面
倒
」、

「
転
勤
・
異
動
が
あ
る
」
な
ど
と
な
っ
て
い

る
（
表
10
）。

　

②
事
例
か
ら
見
る
正
社
員
希
望

　

事
例
調
査
で
も
、
正
社
員
希
望
割
合
は
高

か
っ
た
。
八
八
ケ
ー
ス
中
で
、正
社
員
に「
是

非
な
り
た
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
な
り

た
い
」
と
す

る
割
合
は
、

約
八
割
（
六

八
ケ
ー
ス
）

を
占
め
て
い

る
。
そ
の
う

ち
「
正
社
員

希
望
で
具
体

的
求
職
活
動

を
行
っ
て
い

る
」（「
求
職

積
極
型
」）

が
二
九
件
、

「
正
社
員
希

望
だ
が
具
体

的
に
求
職
活

動
を
行
っ
て

い
な
い
」（
求

職
消
極
型
）

が
三
九
件

だ
っ
た
（
な

お
、「
正
社
員
を
希
望
し
な
い
」
は
一
七
件
）。

正
社
員
希
望
者
の
六
割
弱
は
具
体
的
な
求
職

活
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
下
で

は
、
正
社
員
希
望
で
あ
り
な
が
ら
具
体
的
な

求
職
活
動
に
踏
み
切
れ
て
い
な
い
「
求
職
消

極
型
」
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　
「
求
職
消
極
型
」
で
も
っ
と
も
典
型
的
な

の
は
、
出
産
・
育
児
な
ど
の
理
由
で
派
遣
社

員
を
し
て
い
る
既
婚
・
女
性
で
あ
る
。
と
く

に
、
出
産
を
控
え
た
女
性
で
は
正
社
員
求
職

に
躊
躇
す
る
現
状
も
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

既
婚
・
女
性
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
発
言

が
あ
る
。

　　
「
ガ
ッ
ツ
出
し
て
や
っ
ぱ

り
正
社
員
ね
ら
う
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
ま
だ
熱
が
入
っ
て

い
な
い
（
中
略
）
正
社
員
を

め
ざ
す
な
ら
も
う
最
後
ぐ
ら

い
か
な
と
思
う
と
か
な
り
選

り
好
み
を
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

慎
重
に
な
っ
て
い
る
の
は
た

し
か
」（
№
23
）

　
「
い
つ
か
子
供
を
産
ん
で
、

保
育
園
に
預
け
る
と
き
も
正

社
員
が
い
い
よ
と
か
聞
い
て

い
た
の
で
、
正
社
員
を
探
さ

な
け
れ
ば
な
と
は
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
も
、
ず
る
ず

る
来
て
」（
№
45
）

　
「
現
実
の
話
と
し
て
は（
今

の
働
き
方
に
）
満
足
と
い
う

か
、
結
局
私
の
年
齢
も
三
八

（
歳
）
で
す
し
、
年
齢
も
上

が
っ
て
き
て
、
学
歴
も
そ
ん

な
に
高
く
な
い
の
で
、
現
実
、

正
社
員
で
働
き
た
い
と
い
っ

て
も
多
分
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
な
の
で
、
夢
を
言
え
ば

満
足
は
し
て
い
な
い
ん
で
す

け
ど
も
、
現
実
と
し
て
は
、

こ
の
年
で
派
遣
で
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
だ
っ
た
ら

（％）

ｎ 具体的な求職活
動をしている

具体的な求職活
動まではしてい
ないが、ｗｅｂ
等の情報収集程
度はしている

特段に何もし
ていない

合計 3011 6.6 35.6 57.7 
＜雇用形態別＞
登録型派遣社員 1736 5.9 38.1 56.0 
常用型派遣社員（期間の定めあり） 793 8.3 31.5 60.2 
常用型派遣社員（期間の定めなし） 482 6.4 33.6 60.0 
＜性別＞
男性 842 9.6 34.9 55.5 
女性 2128 5.3 36.0 58.6 
＜未・既婚別＞
既婚 1099 5.8 29.8 64.3 
未婚 1873 7.0 39.1 53.9 
＜性別未既婚＞
男性・既婚 310 8.1 27.1 64.8 
男性・未婚 529 10.6 39.1 50.3 
女性・既婚 779 4.9 31.2 63.9 
女性・未婚 1335 5.5 39.1 55.4 
＜年齢別＞
30 歳未満 742 6.3 36.8 56.9 
30 ～ 35 歳未満 724 7.3 36.7 55.9 
35 ～ 40 歳未満 572 5.6 37.4 57.0 
40 ～ 45 歳未満 374 6.1 35.0 58.8 
45 歳以上 402 5.5 28.9 65.7 

注）無回答を除き集計。
資料出所：派遣社員調査

表８　具体的な求職活動の有無

（％）

ｎ

正社員だ
と雇用が
安定して
いるから

正社員だ
と能力開
発できる
から　　

働きがい
のある仕
事がした
いから　

管理や指揮
命令できる
仕事に就き
たいから　

労働・社
会保険が
充実して
いるから

賃金が高いか
ら（ボーナス、
退職金が出る
を含む）　　

福利厚生
が充実し
ているか
ら　　　

その他 無回答

合　計 3204 80.8 19.8 27.7 7.4 37.3 66.8 35.4 2.7 3.9
＜雇用形態別＞
登録型派遣社員 1827 82.8 19.5 28.7 5.5 40.6 68.5 37.9 2.8 3.7
常用型派遣社員（期間の定めあり） 853 80.4 19.5 26.4 8.9 35.3 67.6 32.4 2.1 4.8
常用型派遣社員（期間の定めなし） 524 74.2 21.4 26.7 11.8 29.2 59.4 31.5 3.2 3.1

注）正社員に「是非なりたい」「どちらかといえば、なりたい」と回答した者を対象に集計。
資料出所：派遣社員調査

表９　正社員になりたい理由

（％）

ｎ

仕事と私
生活の両
立が困難
になる　

転勤・異
動がある

労働時間
が長くな
る　　　

有給休暇
が取りづ
らくなる

責任が重
くなる　

職場の人
間関係が
面倒　　

体力・体
調面が心
配だから

育児・介
護に支障
がでる　

辞めづら
いから その他 無回答

合計 768 47.9 21.1 30.1 8.9 35.0 21.1 18.1 13.9 15.6 10.8 1.4
＜雇用形態別＞
登録型派遣社員 474 53.6 20.9 31.0 9.3 37.1 23.4 18.1 16.0 18.4 8.6 1.1
常用型派遣社員（期間の定めあり） 171 43.9 21.1 31.6 10.5 33.9 18.7 19.3 12.3 14.6 11.1 1.8
常用型派遣社員（期間の定めなし） 123 31.7 22.0 24.4 4.9 28.5 15.4 16.3 8.1 6.5 18.7 2.4

注）正社員に「全くなりたくない」「どちらかといえば、なりたくない」と回答した者を対象に集計。
資料出所：派遣社員調査

表10　正社員を希望しない理由
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月
に
二
五
万
円
ぐ
ら
い
も
ら
え
て
い
れ
ば
い

い
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
」（
№
54
）

　　

こ
の
よ
う
に
、
求
職
活
動
に
積
極
的
に
な

れ
な
い
の
は
、
現
状
で
は
将
来
的
に
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

「
熱
が
入
ら
な
い
」、「
ず
る
ず
る
」、「
こ
れ
で

い
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

№
54
が
言
う
よ
う
に
、
派
遣
労
働
に
対
し
て

あ
る
程
度
満
足
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
№

23
も
、
№
45
も
同
様
に
派
遣
先
、
派
遣
元
に

対
し
て
満
足
度
が
高
い
。
満
足
の
い
く
就
業

内
容
で
あ
れ
ば
派
遣
に
留
ま
る
こ
と
は
合
理

的
行
動
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
派
遣
社
員
で
働
き
な
が
ら
、
正

社
員
求
職
を
思
い
定
め
て
、
実
務
経
験
を
積

む
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
者
も
い
る
。
№
46

（
二
八
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な
し
）
は
、

大
手
企
業
に
一
定
期
間
長
く
勤
め
る
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
求
め
て
現
在
の
航
空
会
社
で
働

い
て
い
る
。

　　
「（
就
職
）
活
動
し
て
思
っ
た
の
は
、
大
手

（
企
業
）
で
あ
る
程
度
の
年
数
、
仕
事
を
し

な
い
限
り
、
人
材
紹
介
の
人
た
ち
と
か
上
の

人
た
ち
は
認
め
て
く
れ
な
い
ん
だ
な
と
気
づ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
我
慢
の
期
間
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
短
く
て
一
年
、

長
け
れ
ば
三
年
以
上
（
同
じ
会
社
で
）
や
ら

な
い
と
、
こ
の
二
〇
代
後
半
で
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
変
わ
る
の
も
、
何
で
こ
ん
な
に
や
め
て
い

る
ん
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る
の
で
」（
№
46
）

　　

№
64
（
三
二
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な

し
）
も
№
46
と
同
様
に
派
遣
先
を
転
々
と
す

る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
派
遣
先
に
一
定
期

間
長
く
勤
め
る
と
い
う
履
歴
を
つ
け
よ
う
と

し
て
い
る
。
現
在
は
事
業
組
合
で
経
理
を
し

て
い
る
。
ス
キ
ル
の
上
昇
が
見
込
め
る
職
務

内
容
で
は
な
い
が
、
正
社
員
に
な
る
に
は
履

歴
書
上
、
二
～
三
年
勤
続
す
る
必
要
を
感
じ

長
期
で
働
い
て
い
る
。
現
在
の
派
遣
先
は
比

較
的
負
荷
が
小
さ
い
た
め
、
余
暇
時
間
を

使
っ
て
正
社
員
で
就
職
す
る
際
に
有
利
に
働

く
よ
う
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
。

　　
「
こ
の
会
社
で
三
年
ぐ
ら
い
や
っ
た
ら
、

次
こ
そ
は
正
社
員
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
て
。

紹
介
予
定
派
遣
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
、

あ
れ
に
絞
っ
て
、
年
齢
を
二
つ
ぐ
ら
い
上
に

し
て
と
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
（
ネ
ッ

ト
上
の
検
索
ソ
フ
ト
で
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
、

英
語
で
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
八
〇
〇
以
上
あ
っ

て
、
経
理
が
年
次
決
算
ま
で
入
れ
て
三
年
以

上
あ
り
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
な
る
と
、

（
年
収
）
五
〇
〇
万
円
と
か
、
た
ま
に
あ
る
。

（
逆
に
）『
英
語
で
き
な
い
』に（
条
件
設
定
）

す
る
と（
年
収
が
）す
ご
く
少
な
く
な
っ
ち
ゃ

う
の
で
」（
№
64
）

　　

そ
の
一
方
で
、
将
来
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性

に
迷
い
、
踏
み
出
す
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
の
特
徴

は
、
一
つ
は
、
年
齢
に
対
し
て
自
身
の
持
つ

職
業
能
力
や
ス
キ
ル
が
低
い
、
就
業
の
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
、
正
社
員
経
験
が
な
い
、
四
大

卒
で
な
い
な
ど
を
気
に
か
け
、
正
社
員
に
は

な
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
な
り
た
い
職
種
な
ど
が
具
体
的
で
な
い
、

キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
。

　

№
47
、
80
は
、
正
社
員
経
験
が
な
く
、
ア

ル
バ
イ
ト
期
間
が
長
い
。
事
務
職
で
正
社
員

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、「
ス
キ
ル
が

な
い
こ
と
」や「
正
社
員
経
験
が
な
い
こ
と
」

「
資
格
が
な
い
こ
と
」
が
障
害
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
№
80
（
三

三
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な
し
）
は
、
事

務
系
の
資
格
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

S
pecialist

）
を
取
得
す
る
た
め
勉
強
中
で

あ
る
。
た
だ
、
正
社
員
に
な
る
こ
と
は
半
ば

あ
き
ら
め
て
お
り
、
常
用
雇
用
型
派
遣
や
契

約
社
員
で
あ
れ
ば
「
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
」。
№
47
（
二

九
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な
し
）
は
、
具

体
的
な
資
格
が
思
い
つ
か
な
い
と
い
う
。

　　
「
何
か
資
格
を
取
る
た
め
の
勉
強
を
し
た

い
と
か
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
じ
ゃ
あ
何
の

資
格
を
取
り
た
い
の
？　

と
言
わ
れ
た
ら
何

も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
」（
№
47
）

　　

さ
ら
に
、
正
社
員
に
な
っ
て
も
労
働
条
件

は
派
遣
社
員
と
変
わ
ら
な
い
か
、
む
し
ろ
低

く
な
る
と
し
、
求
職
活
動
に
積
極
的
に
な
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

№
29
（
三
〇
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
あ

り
）
は
、
医
療
事
務
の
資
格
を
取
っ
て
派
遣

で
働
い
て
い
る
。
正
社
員
で
働
い
て
い
た
経

験
も
あ
り
、
現
在
の
派
遣
先
で
も
正
社
員
転

換
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
正
社
員
に
な

る
と
賃
金
が
月
三
～
四
万
円
下
が
り
、
残
業

代
も
付
け
づ
ら
い
こ
と
か
ら「（
正
社
員
に
）

な
り
た
い
よ
う
な
、
で
も
、
ど
っ
ち
か
な
」

と
迷
っ
て
い
る
。
№
76
（
三
一
歳
、
女
性
、

一
般
事
務
）
も
正
社
員
希
望
で
は
あ
る
が
、

自
身
の
交
友
関
係
に
あ
る
正
社
員
は
、
休
み

も
な
く
、
寝
る
暇
も
な
く
精
神
的
に
疲
れ
て

い
る
人
が
多
く
、
収
入
も
下
が
り
ボ
ー
ナ
ス

も
な
い
等
の
話
を
聞
く
と
、
正
社
員
に
な
る

こ
と
を
迷
う
と
い
う
。
ま
た
、
№
76
は
同
時

に
求
職
活
動
中
の
生
活
費
の
不
安
が
あ
る
と

話
し
て
い
る
。
同
様
の
発
言
を
№
71
（
三
三

歳
、
女
性
、
一
般
事
務
）
も
し
て
い
る
。

　　
「（
正
社
員
求
職
は
）
決
ま
る
ま
で
、
た
と

え
最
初
の
書
類
（
選
考
）
で
通
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
書
類
選
考
か
ら
最
終
で
決
定
す
る

ま
で
の
期
間
の
心
配
も
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
（
生
活
費
を
）
ど
う
し
て
い
れ
ば
い

い
の
か
」（
№
76
）

　
「
派
遣
先
を
辞
め
て
か
ら
（
正
社
員
の
仕

事
を
）
探
す
ま
で
の
生
活
費
が
な
い
」（
№

71
）

　　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
正
社
員
希
望
に
も

か
か
わ
ら
ず
求
職
活
動
に
消
極
的
に
な
る
理

由
は
、
お
よ
そ
五
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ

は
、
育
児
、
介
護
、
留
学
準
備
、
な
ど
の
理

由
か
ら
派
遣
労
働
に
従
事
し
て
い
る
が
、
こ

う
い
っ
た
時
期
が
過
ぎ
れ
ば
、
再
び
正
社
員

と
し
て
働
き
た
い
と
希
望
す
る
ケ
ー
ス
。
二

つ
め
は
、
今
は
派
遣
労
働
で
実
務
経
験
を
積

む
時
期
と
し
て
と
ら
え
、
あ
と
一
～
三
年
内

に
求
職
活
動
を
す
る
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
。

三
つ
め
は
、
ス
キ
ル
や
職
業
キ
ャ
リ
ア
、
学

歴
な
ど
、
自
ら
の
人
的
資
本
に
関
し
て
、
正

社
員
求
職
へ
の
障
壁
を
感
じ
て
消
極
的
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
。
特
に
、
年
齢
の
高
ま

り
に
障
壁
を
感
じ
る
者
は
多
い
。
四
つ
め
は
、

正
社
員
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
条
件
等

が
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
て
、

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
。
五
つ
め
は
、

正
社
員
へ
の
求
職
活
動
に
対
す
る
資
金
が
な

く
経
済
的
理
由
か
ら
消
極
的
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
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①
正
社
員
転
換

　

派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
行
方
を
考
え

た
場
合
、
派
遣
社
員
と
し
て
継
続
し
て
い
く

方
向
と
正
社
員
に
転
換
す
る
方
向
が
あ
る
。

派
遣
労
働
者
が
正
社
員
に
登
用
さ
れ
れ
ば
、

業
務
経
験
が
「
足
が
か
り
（
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

ス
ト
ー
ン
）」
と
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ

と
も
出
来
る
。
正
社
員
転
換
に
は
、「
紹
介
予

定
派
遣
」
と
通
常
派
遣
を
経
て
転
換
（
以
下
、

「
引
き
抜
き
」
と
い
う
）、「
自
由
化
業
務
三

年
経
過
後
転
換
」
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

厚
生
労
働
省『
労
働
者
派
遣
事
業
報
告
書
』

の
集
計
結
果
に
よ
る

と
、
紹
介
予
定
派
遣

は
、
把
握
し
始
め
た

二
〇
〇
四
年
以
来
増

加
し
つ
づ
け
、
二
〇

〇
八
年
は
三
万
七
〇

〇
〇
人
で
あ
っ
た（
10
）（
図
14
）。
し
か
し
、

紹
介
予
定
派
遣
以
外
の
方
法
に
よ
る
正
社
員

転
換
数
は
公
式
統
計
で
は
把
握
さ
れ
て
い
な

い
。「
引
き
抜
き
」
は
派
遣
契
約
終
了
後
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、

実
態
の
把
握
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。

　

派
遣
元
調
査
で
は
、
一
般
派
遣
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
に
、
過
去
一
年
間
に
派
遣
労
働

者
が
派
遣
先
の
直
接
雇
用
（
正
社
員
に
限
ら

ず
、
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
も

含
む
）
に
転
換
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
、

上
記
の
三
つ
の
転
換
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
聞
い

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
引
き
抜
き
」
に
よ
る

転
換
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
す
る
事
業
所
が

四
五
・
〇
％
と
も
っ
と
も
多
く
、こ
れ
は
「
紹

介
予
定
派
遣
」
か
ら
の
転
換
（
二
四
・
七
％
）

や「
自
由
化
業
務
三
年
経
過
後
転
換
」（
二
七
・

三
％
）
よ
り
、
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
。

　

直
接
雇
用
へ
転
換
し
た
人
数
（
事
業
所
サ

ン
プ
ル
の
合
計
人
数
）
で
み
る
と
、
一
般
派

遣
で
は
八
二
四
五
人
、
特
定
派
遣
で
は
二
〇

二
八
人
、
合
計
で
一
万
二
七
三
人
と
な
っ
て

い
る
。
特
定
派
遣
と
一
般
派
遣
を
比
べ
る
と
、

一
般
派
遣
が
転
換
事
例
も
総
人
数
も
圧
倒
的

に
多
い（
表
11
）。
転
換
の
形
態
別
に
み
る
と
、

「
引
き
抜
き
」が
も
っ
と
も
多
い
。
一
般
派
遣

で
は
、総
人
数
は
三
七
五
三
人
と「
紹
介
予
定

派
遣
」
の
お
よ
そ
三
倍
の
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
「
引
き
抜
き
」
に
よ
っ
て

か
な
り
多
く
の
労
働
者
が
直
接
雇
用
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
派
遣
会

社
は
す
べ
て
の
「
引
き
抜
き
」
の
数
を
把
握

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
実
際
に
は

こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

転
換
後
の
雇
用
区
分
を
み
る
と
、
紹
介
予

32,264

37,066

25,000

30,000

35,000

40,000
人

10,646

19,754

27,211

5,000

10,000

15,000

20,000

紹介予定派遣で直接
雇用に結びついた労
働者数

0
2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

図14　紹介予定派遣を経て直接雇用に結びついた労働者数

データ出所）厚生労働省「労働者派遣事業報告集計結果」（平成 16 ～ 20 年度）

57.8

34.4
38.1

47.3

64.2
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60.0
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3.6 4.2
10.3

4.3

20.3

12.3

3.3

0.0

10.0

20.0

30.0

紹介予定派遣より 通常派遣（引き抜き）より 自由化業務３年経過後より

図15　派遣先で直接雇用転換後の雇用区分

ｎ 平均値
（人）

最大値
（人）

最小値
（人） 標準偏差 合計�

（総人数）

(1) 紹介予定派遣から転換人数 特定派遣 25 14 117 1 28 351
一般派遣 192 7 80 1 10 1343

(2) 通常派遣を経て転換人数（引き抜き）特定派遣 127 9 200 1 21 1098
一般派遣 349 11 300 1 25 3753

(3) 自由化業務３年超過後転換人数 特定派遣 56 10 124 1 18 579
一般派遣 212 15 345 1 32 3149

資料出所：派遣元調査

表11　派遣先の直接雇用への転換数

（％）
ｎ ある ない 無回答

合　計 1900 403 1478 19
100.0 21.2 77.8 1.0

一般・営業事務・データ入力等 573 17.8 81.7 0.5
一般・営業事務等（自由化業務） 81 17.3 81.5 1.2
経理・会計 47 2.1 93.6 4.3
金融事務 80 65.0 35.0 -
受付・案内 73 6.8 93.2 -
テレフォンオペレーター 27 11.1 85.2 3.7
その他の事務職 23 4.3 91.3 4.3
医療・福祉・介護関連職 57 43.9 56.1 -
テレマーケティングの営業 24 16.7 83.3 -
販売 29 13.8 82.8 3.4
情報処理システム開発 103 16.5 82.5 1.0
その他の技術・クリエイティブ職 20 30.0 70.0 -
機械設計 77 33.8 63.6 2.6
研究開発 70 24.3 74.3 1.4
その他の専門職 45 13.3 86.7 -
電気機械器具組立・修理 33 36.4 63.6 -
その他の製造 171 35.7 63.2 1.2
倉庫作業 47 12.8 83.0 4.3
その他の軽作業 47 12.8 85.1 2.1
その他上記に該当しない業務 24 8.3 91.7 -
注）�観察数 20以上の業務を抜粋。網がけ部分は合計値より 5ポイント高い数値。
資料出所：派遣先調査

表12　業務別正社員転換の実績の有無

注）�集計対象は一般派遣。総数は、それぞれの派遣形態から直接雇用があったケース
をベースとしている。

（紹介予定派遣ｎ＝ 192、「引き抜き」ｎ＝ 349、自由化業務 3年経過後転換ｎ＝ 212）

５
．
正
社
員
転
換
の
状
況
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定
派
遣
で
は
正
社
員
に
転
換
す
る
と
し
た
事

業
所
が
五
七
・
八
％
と
も
っ
と
も
高
い
（
図

15
）。「
引
き
抜
き
」
で
は
、
契
約
社
員
（
四

七
・
三
％
）
に
転
換
す
る
こ
と
が
多
い
傾
向

が
み
え
る
。「
自
由
化
業
務
三
年
経
過
後
転

換
」
で
は
、
正
社
員
は
二
〇
・
三
％
、
契
約

社
員
は
六
四
・
二
％
と
六
割
超
の
事
業
所
で

契
約
社
員
に
転
換
が
多
い
と
回
答
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務
に
お
い
て

実
際
に
正
社
員
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

表
12
は
、
派
遣
先
調
査
に
お
け
る
、
過
去
三

年
間
の
正
社
員
転
換
の
有
無
で
あ
る
。

　

正
社
員
へ
の
転
換
が
比
較
的
多
い
業
務
は

「
金
融
事
務
」、「
医
療
・
福
祉
・
介
護
関
連
職
」、

「
そ
の
他
の
技
術
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
職
」、

「
機
械
設
計
」お
よ
び
製
造
業
務
で
あ
る
。「
金

融
事
務
」
は
お
金
を
扱
う
こ
と
か
ら
個
人
情

報
な
ど
の
機
密
事
項
も
多
い
。
実
態
と
し
て

紹
介
予
定
派
遣
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
も
、

金
融
機
関
で
あ
る
。「
医
療
・
福
祉
・
介
護

関
連
職
」
に
関
し
て
は
、
急
激
な
高
齢
社
会

で
人
手
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
る
分
野
で
あ

り
、
優
秀
な
人
材
に
対
し
て
「
引
き
抜
き
」

等
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
機
械
設
計
」

に
関
し
て
は
、
企
業
特
殊
的
な
製
品
設
計
に

な
る
た
め
、
人
材
を
内
部
化
し
た
方
が
効
率

が
よ
い
可
能
性
が
あ
る
。
製
造
業
務
に
関
し

て
も
、
製
品
組
立
や
工
場
ラ
イ
ン
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
極
め
て
企
業
特
殊
的
で
あ
る
。
優
秀
な

人
材
を
一
旦
期
間
工
に
転
換
し
て
か
ら
正
社

員
へ
と
い
う
道
を
設
け
て
い
る
企
業
も
多
い
。

加
え
て
、
派
遣
期
間
の
上
限
が
あ
り
、
直
接

雇
用
の
申
し
込
み
義
務
が
発
生
す
る
。

　

一
方
、
興
味
深
い
の
は
、
事
務
職
で
も
比

較
的
専
門
職
と
し
て
確
立
し
て
い
る「
経
理
・

会
計
」
や
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
」
に

つ
い
て
は
、
正
社
員
転
換
が
少
な
い
こ
と
で

あ
る
。
正
社
員
転
換
は
派
遣
社
員
の
合
意
の

元
行
わ
れ
る
。
派
遣
社
員
側
が
拒
否
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
仮
に
派
遣
社
員
で
働
い
て
い

た
方
が
賃
金
が
高
く
、
雇
用
不
安
も
な
け
れ

ば
、
正
社
員
転
換
す
る
理
由
が
な
い
。
解
釈

の
余
地
は
あ
る
が
、
外
部
労
働
市
場
に
お
い

て
派
遣
労
働
者
と
し
て
渡
り
歩
け
る
余
地
が

あ
れ
ば
、
正
社
員
を
選
択
し
な
い
可
能
性
も

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
派
遣
先
が
派
遣
社
員
を
正
社

員
に
登
用
す
る
理
由
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

派
遣
先
調
査
で
は
、
最
近
三
年
間
で
正
社
員

へ
の
転
換
実
績
の
あ
る
事
業
所
に
、
そ
の
理

由
を
尋
ね
て
い
る
。
図
16
を
み
る
と
、「
仕
事

ぶ
り
が
良
か
っ
た
た
め
」
と
い
う
回
答
が
七

八
・
四
％
と
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、「
技
能
・
能
力
が
非
常
に
高
か
っ
た
た

め
」（
四
四
・
八
％
）
や
「
職
場
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
人
材
で
あ
っ
た
た
め
」（
三
四
・

一
％
）
と
い
っ
た
派
遣
社
員
の
働
き
ぶ
り
を

評
価
し
て
い
る
事
業
所
が
多
い
。
派
遣
を
経

て
正
社
員
登
用
す
る
こ
と
で
、
能
力
や
仕
事

ぶ
り
な
ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
て
、

正
確
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
。
適
切

な
人
材
の
採
用
経
路
と
し
て
派
遣
を
利
用
し

て
い
る
側
面
も
垣
間
見
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
何
歳
で
ど
の
く
ら
い
の
賃
金

で
雇
い
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
表
13
、

14
）。
全
体
的
な
傾
向
を
み
る
と
、
年
齢
は

二
〇
歳
代
後
半
～
三
〇
歳
代
前
半
が
五
割
程

度
、
月
収
は
「
二
〇
万
円
未
満
」
と
「
二
〇

4.2 

44.8 
78.4 

34.1 

23.1 

3.7 

24.9 

8.5 

2.2 

7.7 

15.4 

14.4 

6.5 

3.2 

0 20 40 60 80

管理職やリーダー的な役職につけるため

技能・能力が非常に高かったため

仕事ぶりが良かったため

職場において必要不可欠な人材であったため

派遣社員だと行える業務が限定されるため

勤続年数が長くなったため

正社員のポストが空いたため

事業拡張等で人手が足りなくなったため

会社（事業所）の業績が良かったため

貴社で直接雇用したほうが、コストがかからないため

本人からの申し出があったため

職場における人間関係を良好に築いていたため

自由化業務で契約期間が３年を超えたため

その他

図16　正社員転換の理由（複数回答） （％）

注）n=402、無回答を除く。
資料出所：派遣先調査

表13　正社員転換時の年齢階級 （複数回答） （％）
ｎ 25 歳未満 25 ～ 29 歳 30 ～ 34 歳 35 ～ 39 歳 40 歳以上

合計 400 16.5 52.0 47.0 33.0 28.3 
＜業種＞
製造業 150 29.3 62.0 42.0 33.3 17.3 
情報通信業 24 12.5 54.2 45.8 25.0 8.3 
運輸業 18 0.0 55.6 38.9 33.3 22.2 
卸売・小売業 46 10.9 60.9 52.2 26.1 23.9 
金融・保険業 76 9.2 36.8 52.6 50.0 68.4 
医療・福祉 32 12.5 40.6 37.5 31.3 28.1 
サービス業 54 5.6 42.6 57.4 18.5 16.7 
＜派遣業務（複数回答）＞
オフィスワーク系 287 15.7 51.6 52.3 34.1 29.3 
医療・福祉系 29 17.2 41.4 41.4 44.8 34.5 
営業・販売系 27 18.5 59.3 51.9 29.6 22.2
ＩＴ技術・専門職系 137 18.2 59.1 53.3 30.7 21.9 
製造業務系 99 28.3 59.6 41.4 29.3 20.2 
軽作業系 43 9.3 55.8 65.1 25.6 18.6 
その他 8 25.0 75.0 62.5 62.5 12.5 
注）無回答を除く。
資料出所：派遣先調査

n 20 万円未満 20 ～
24 万 9 千円

25 ～
29 万 9 千円 30 万円以上

合計 319 32.3 41.4 15.4 11.0 
＜業種＞
製造業 148 35.1 37.8 13.5 13.5 
情報通信業 15 6.7 46.7 40.0 6.7 
運輸業 17 35.3 58.8 5.9 0.0 
卸売・小売業 29 13.8 58.6 17.2 10.3 
金融・保険業 24 50.0 25.0 12.5 12.5 
医療・福祉 28 57.1 32.1 10.7 0.0 
サービス業 58 20.7 46.6 19.0 13.8 
＜派遣業務（複数回答）＞
オフィスワーク系 219 27.4 44.3 16.0 12.3 
医療・福祉系 27 48.1 37.0 11.1 3.7 
営業・販売系 24 8.3 45.8 37.5 8.3 
ＩＴ技術・専門職系 124 16.1 41.9 22.6 19.3 
製造業務系 86 44.2 34.9 10.5 10.4 
軽作業系 39 28.2 35.9 23.1 12.8 
その他 7 14.3 42.9 42.9 0.0 
注）無回答を除く。
資料出所：派遣先調査

表14　正社員転換時の月給 （％）
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万
～
二
四
万
九
〇
〇
〇
円
」
で
七
割
を
占
め

る
。
な
お
、
転
換
時
の
最
初
の
月
給
の
平
均

値
は
二
二
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

　
『
平
成
二
一
年
賃
金
構
造
基
本
調
査
』
に

よ
る
と
二
五
～
二
九
歳
の
正
社
員
の
平
均
月

収
は
二
六
万
一
〇
〇
〇
円
（
所
定
内
二
三
万

四
〇
〇
〇
円
）、
三
〇
～
三
四
歳
で
三
〇
万

二
〇
〇
〇
円（
所
定
内
二
七
万
一
〇
〇
〇
円
）、

一
方
、
非
正
社
員
は
二
五
～
二
九
歳
で
二
〇

万
五
〇
〇
〇
円
（
所
定
内
一
八
万
八
〇
〇
〇

円
）、
三
〇
～
三
四
歳
で
二
一
万
七
〇
〇
〇

円
（
所
定
内
二
〇
万
円
）
で
あ
る
の
で
、
転

換
時
の
賃
金
は
正
社
員
と
非
正
社
員
の
間
く

ら
い
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、「
製
造
業
」
で
は
比
較

的
若
く
正
社
員
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
賃

金
も
低
め
で
あ
る
。「
金
融
・
保
険
業
」
で

は
三
五
歳
以
上
の
転
換
事
例
が
多
い
が
、
賃

金
を
み
る
と
「
二
〇
万
円
未
満
」
が
多
い
。

　

派
遣
業
務
別
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、

「
医
療
・

福
祉
系
」

派
遣
社
員

が
働
く
事

業
所
で
は

三
五
歳
以

上
の
正
社

員
転
換
比
率
が
、
全
体
よ
り
一
〇
ポ
イ
ン
ト

以
上
高
い
。
賃
金
は
「
二
〇
万
円
未
満
」
と

低
い
。
一
方
、「
Ｉ
Ｔ
技
術
・
専
門

職
系
」
が
働
く
事
業
所
で
は
、
二

〇
歳
代
後
半
の
正
社
員
転
換
が
中

心
で
、賃
金
は「
三
〇
万
円
以
上
」

が
二
割
弱
、「
二
〇
万
円
台
後
半
」

が
二
割
強
と
比
較
的
高
い
。

　

ま
と
め
る
と
、
製
造
業
務
派
遣

の
正
社
員
転
換
は
、
若
く
、
低
賃

金
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
系
派
遣
で

は
、
二
〇
歳
代
後
半
～
三
〇
歳
代

前
半
で
、高
賃
金
、「
金
融
・
保
険
」

や
「
医
療
・
福
祉
」
で
は
、
年
齢

層
は
三
〇
歳
以
降
と
高
年
齢
だ
が

賃
金
は
低
い
。

　
　
②�

派
遣
社
員
か
ら
見
た
正

社
員
転
換

　

で
は
、
派
遣
社
員
の
直
接
雇
用

の
転
換
経
験
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ

う
か
。
派
遣
社
員
調
査
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
派
遣
先
か
ら
、
直
接
雇

用
の
打
診
を
受
け
た
経
験
に
つ
い

て
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
に
「
打
診
さ
れ
た
経
験

は
な
い
」
が
七
一
・
六
％
で
も
っ

と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、「
正

社
員
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
さ

れ
た
」
が
一
五
・
九
％
、「
契
約
社

員
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
さ
れ

た
」
が
九
・
二
％
、「
パ
ー
ト･

ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
直
接
雇
用
を
打

診
さ
れ
た
」
が
三
・
四
％
と
な
っ

て
い
る
。
派
遣
社
員
の
経
験
年
数

別
に
み
る
と
、
経
験
年
数
が
長
く

な
る
ほ
ど
、「
打
診
さ
れ
た
経
験
は

15.9 
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22.9 

25.5 

9.2 

8.8 

8.5 

12.1 

10.8 

10.6 

3.4 

2.9 

4.0 

3.8 

4.5 

3.8 

71.6 

77.8 

71.3 

66.2 

61.8 

60.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計(n=4344)

＜派遣社員の経験年数別＞

1年以下(n=591)

2～3年以下(n=828)

4～5年以下(n=660)

6～10年以下(n=799)

11年以上(n=263)

正社員として直接雇用を打診された 契約社員として直接雇用を打診された

パート・アルバイトとして直接雇用を打診された 打診された経験はない

※無回答を除き集計。
資料出所：派遣社員調査

図17　これまでの直接雇用の打診経験

58.3 

65.0 

46.6 

58.5 

12.6 

11.9 

12.8 

15.6 

27.1 

21.9 

38.1 

21.8 

1.9 

1.2 

2.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計(n=1235)

＜直接雇用の打診状況別＞

正社員として直接雇用を打診された(n=689)

契約社員として直接雇用を打診された(n=399)

パート・アルバイトとして直接雇用を打診された

(n=147)

断った 現在検討中 打診を受けた 無回答

図18　これまでの直接雇用の打診への対応

ｎ

賃
金
（
年
収
）
が
下
が
る

勤
め
た
い
業
界
で
は
な
い

責
任
が
重
く
な
る

労
働
時
間
が
長
く
な
る

仕
事
と
私
生
活
の
両
立
が
困
難

に
な
る

職
場
の
人
間
関
係
が
面
倒

仕
事
内
容
が
変
わ
る

正
社
員
採
用
で
は
な
い

転
勤
・
異
動
が
あ
る

辞
め
づ
ら
い
か
ら

有
給
休
暇
が
取
り
づ
ら
く
な
る

体
力
・
体
調
面
が
心
配
だ
か
ら

育
児
・
介
護
に
支
障
が
で
る

派
遣
元
か
ら
引
き
抜
き
を
受
け
な

い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

入
社
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

そ
の
他

合計 720 38.2 21.7 20.1 19.9 18.8 17.1 15.8 13.2 11.9 9.6 9.2 8.6 3.9 3.9 2.9 17.6 
＜直接雇用の打診の状況別＞
正社員として直接雇用を打診 448 33.0 26.1 22.3 23.0 21.0 18.8 17.4 1.6 13.6 10.5 10.0 9.4 4.7 4.5 4.2 17.6 
契約社員として直接雇用を打診 186 40.3 14.5 16.1 14.5 16.1 16.1 14.0 33.9 12.9 7.0 8.6 6.5 2.2 3.2 0.5 19.9 
パート・アルバイトとして直接
雇用を打診 86 60.5 14.0 17.4 15.1 12.8 10.5 11.6 29.1 1.2 10.5 5.8 9.3 3.5 2.3 1.2 12.8

※これまでに、派遣先から直接雇用の打診を断ったものを対象に集計。
資料出所：派遣社員調査

表15　直接雇用を断った理由

資料出所：派遣社員調査
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な
い
」
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

と
く
に
、「
正
社
員
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診

さ
れ
た
」
と
す
る
割
合
は
、
派
遣
社
員
の
経

験
年
数
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
高
く
な
る
傾
向

に
あ
る
（
図
17
）。

　

こ
れ
ま
で
の
直
接
雇
用
の
打
診
へ
の
対
応

を
み
る
と
、「
断
っ
た
」
五
八
・
三
％
、「
打
診

を
受
け
た
」
二
七
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
直
接
雇
用
の
打
診
状
況
別
に
み
る
と
、

「
契
約
社
員
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
さ
れ

た
」
者
で
も
っ
と
も
「
打
診
を
受
け
た
」
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
18
）。

　

こ
れ
ま
で
の
直
接
雇
用
の
打
診
に
対
し
て

「
断
っ
た
」
者
を
対
象
に
、
そ
の
理
由
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
賃
金
（
年
収
）
が
下
が
る
」

が
三
八
・
二
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、

次
い
で
、「
勤
め
た
い
業
界
で
は
な
い
」、「
責

任
が
重
く
な
る
」、「
労
働
時
間
が
長
く
な
る
」、

「
仕
事
と
私
生
活
の
両
立
が
困
難
に
な
る
」

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
表
15
）。
こ
れ

を
打
診
の
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、「
賃
金

（
年
収
）
が
下
が
る
」
は
、「
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
」、「
契
約

社
員
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
」、「
正
社
員

と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
」
の
順
で
割
合
が

高
い
。
一
方
、「
勤
め
た
い
業
界
で
は
な
い
」、

「
仕
事
と
私
生
活
の
両
立
が
困
難
に
な
る
」、

「
職
場
の
人
間
関
係
が
面
倒
」、「
仕
事
内
容

が
変
わ
る
」、「
転
勤
・
異
動
が
あ
る
」、「
有
給

休
暇
が
取
り
づ
ら
く
な
る
」、「
派
遣
元
か
ら

引
き
抜
き
を
受
け
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

る
か
ら
」
な
ど
で
は
、「
正
社
員
と
し
て
直
接

雇
用
を
打
診
」、「
契
約
社
員
と
し
て
直
接
雇

用
を
打
診
」、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
直
接
雇
用
を
打
診
」
の
順
で
割
合
が
高
い
。

な
お
、「
正
社
員
採
用
で
は
な
い
」
を
理
由
に

打
診
を
断
っ
た
の
は
、「
契
約
社
員
と
し
て
直

接
雇
用
を
打
診
」で
三
三
・
九
％
、「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
直
接
雇
用
を
打
診
」
で

二
九
・
一
％
だ
っ
た
。

　

③
事
例
か
ら
み
る
正
社
員
転
換

　

事
例
調
査
か
ら
、
過
去
に
正
社
員
転
換
の

打
診
を
経
験
し
た
者
の
断
っ
た
理
由
に
注
目

す
る
。
派
遣
先
か
ら
正
社
員
転
換
の
打
診
経

験
の
あ
る
者
は
二
一
ケ
ー
ス
、
こ
の
う
ち
正

社
員
希
望
者
は
一
七
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

正
社
員
転
換
の
打
診
を
断
っ
た
理
由
は
概

ね
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
、
正
社
員

に
な
る
と
派
遣
社
員
よ
り
も
賃
金
や
年
収
が

下
が
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、

正
社
員
に
な
る
と
、
労
働
負
荷
が
増
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
営
業
成

績
の
よ
う
な
ノ
ル
マ
で
あ
っ
た
り
、
土
日
出

勤
や
残
業
な
ど
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
正
社

員
に
は
な
り
た
い
が
、
打
診
を
受
け
た
会
社

に
魅
力
を
感
じ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
も
っ
と
も
多
く
、
第
一
次
的
な
理
由

に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
人
間
関
係
や

上
司
と
の
関
係
が
良
く
な
か
っ
た
り
、
そ
も

そ
も
や
り
た
い
仕
事
や
働
き
た
い
業
界
で
な

い
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
実
際
に
そ
の
組
織

の
中
で
働
い
て
み
て
自
分
に
合
う
か
合
わ
な

い
か
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
理
由
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
く
、
複

合
的
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

　

№
64
（
三
二
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な

し
）
は
、
中
古
車
販
売
会
社
で
の
経
理
に
一

年
携
わ
っ
て
い
た
中
で
正
社
員
転
換
を
打
診

さ
れ
た
が
、
同
社
の
正
社
員
の
給
与
が
安
い

こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
に
断
っ
て
い
る
。

氏
は
、
給
与
が
良
け
れ
ば
正
社
員
に
な
っ
た
、

と
断
っ
た
主
な
理
由
が
収
入
の
減
少
で
あ
っ

た
と
話
し
て
い
る
。

　　
「
経
理
部
に
い
る
と
、
振
り
込
み
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
正
社
員
の
人
の
お
給
料

が
全
部
わ
か
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
給
料
が
、
今
、
派
遣
で
も
ら
っ
て
い
る
金

額
よ
り
も
、
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
て
も
ち
ょ
っ

と
低
い
と
い
う
こ
と
と
、
あ
と
女
性
の
、
そ

こ
で
一
五
年
ぐ
ら
い
働
い
て
い
る
人
の
給
料

と
か
が
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
こ
こ
で
正
社
員
に
な
っ
て
何
か
意

味
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
よ
く
わ
ら
か
な

か
っ
た
」（
№
64
）

　　

次
に
、
派
遣
社
員
か
ら
正
社
員
に
な
る
こ

と
で
仕
事
量
が
増
大
し
責
任
な
ど
が
重
く
な

る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
№
30
（
二
九
歳
、

女
性
、
正
社
員
経
験
な
し
）
の
ケ
ー
ス
で
は
、

正
社
員
に
な
る
こ
と
で
成
果
主
義
的
な
賃
金

に
な
り
、
営
業
成
績
に
よ
っ
て
点
数
が
つ
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
負
荷
が
増
大
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。

　

　
「
正
社
員
に
な
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
宅

建
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
条
件

と
、
あ
と
部
門
的
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
と

か
そ
う
い
う
管
理
資
格
も
取
る
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
冷

静
に
考
え
た
ん
で
す
。『
こ
の
ま
ま
不
動
産

業
界
に
い
て
い
い
の
か
な
』
と
。（
中
略
）

宅
建
取
っ
て
資
格
取
っ
た
ら
、
も
う
結
局
は

ず
っ
と
そ
れ
で
働
け
る
と
い
う
ん
で
す
か
、

そ
の
会
社
を
や
め
て
も
資
格
は
残
る
し
、
こ

の
ま
ま
不
動
産
業
界
に
い
る
も
の
な
の
か
な

と
思
っ
た
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
」

　
「
正
式
な
金
額
は
ち
ょ
っ
と
忘
れ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
派
遣
で
出
さ
れ
た
条
件
で
い

た
と
き
の
ほ
う
が
は
る
か
に
高
か
っ
た
。（
中

略
）
残
業
代
込
み
で
何
万
で
す
よ
と
か
っ
て

い
わ
れ
た
金
額
（
月
給
）
と
今
の
自
分
の
条

件
（
を
比
較
し
て
）。
自
分
が
同
じ
条
件
で

派
遣
の
今
の
契
約
で
働
い
た
と
き
の
ほ
う
が

は
る
か
に
も
ら
え
る
の
で
」

　
「
あ
と
、
点
数
制
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
社

員
の
方
は
。
何
件
契
約
し
た
か
ら
と
い
う
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
あ
っ
た
の
で
」

　
「
こ
の
こ
ろ
に
入
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
自
分

の
直
属
の
上
司
、
課
長
の
方
と
ち
ょ
っ
と
合

わ
な
か
っ
た
。（
上
司
が
）会
社
に
来
な
か
っ

た
ん
で
す
。
何
か
家
庭
の
事
情
ら
し
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
要
は
会
社
に
い
な
い
分
、
私

が
そ
の
方
、
い
わ
ゆ
る
課
長
職
の
こ
と
を
肩

が
わ
り
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
」（
№
30
）

　　

ま
た
、
物
理
的
に
拘
束
時
間
が
長
く
な
っ

て
残
業
や
土
日
出
勤
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
正
社
員
転
換
を
断
っ
て
い
る

例
も
あ
る
。

　

№
58
（
三
六
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
あ

り
）
は
、
三
三
～
三
四
歳
の
時
に
働
い
て
い

た
不
動
産
会
社
か
ら
正
社
員
転
換
の
打
診
を
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受
け
て
い
る
。
氏
は
営
業
と
し
て
派
遣
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
営
業
成
績
が
高
か
っ
た
こ

と
が
打
診
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
氏
も
正
社

員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
正
社
員

は
土
日
出
勤
（
シ
フ
ト
制
）
が
条
件
で
あ
っ

た
。
氏
は
、
母
子
家
庭
で
あ
っ
た
た
め
、
何

度
か
土
日
出
社
の
免
除
を
交
渉
し
た
が
、
上

層
部
の
判
断
で
出
来
な
い
と
断
ら
れ
て
い
る
。

　　
「
そ
の
店
舗
内
で
は（
土
日
出
社
の
免
除
）

Ｏ
Ｋ
が
出
た
ん
で
す
け
ど
、
部
長
ク
ラ
ス
ま

で
Ｏ
Ｋ
が
出
て
、（
さ
ら
に
上
層
の
）
管
轄
に

な
っ
た
と
き
に
Ｎ
Ｇ
が
出
た
。
前
代
未
聞
で
、

で
き
な
い
と
…
」（
№
58
）

　　

№
65
（
三
三
歳
、
男
性
、
正
社
員
経
験
あ

り
）
は
、
二
八
～
三
一
歳
ま
で
働
い
て
い
た

建
築
金
物
メ
ー
カ
ー
か
ら
正
社
員
転
換
の
打

診
を
受
け
、
断
っ
て
い
る
。
氏
は
営
業
事
務

で
働
い
て
い
た
が
、
簿
記
の
資
格
を
取
っ
て

経
理
の
仕
事
に
移
ろ
う
と
派
遣
契
約
を
終
了

し
よ
う
と
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
大
き
な

理
由
と
し
て
は
、
経
理
職
に
就
き
た
い
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
派
遣
先
の
働
き
方
に

違
和
感
が
あ
り
、
転
換
す
る
先
が
そ
の
ま
ま

営
業
部
門
で
あ
る
場
合
、
ノ
ル
マ
な
ど
の
負

荷
が
重
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
ま
た

自
分
の
望
む
仕
事
で
も
な
か
っ
た
。

　　
「
ず
っ
と
三
年
近
く
そ
の
会
社
を
見
て
い

た
の
で
、
ど
う
い
う
会
社
か
と
い
う
の
は
わ

か
っ
て
い
る
の
で
、
派
遣
で
働
く
分
に
は
全

然
問
題
な
い
ん
で
す
け
ど
、
正
社
員
の
扱
い

と
い
う
の
は
見
て
い
る
の
で（
断
っ
た
）。（
中

略
）
会
社
と
し
て
、
す
ご
い
切
り
詰
め
て
い

て
。
も
ち
ろ
ん
残
業
手
当
は
全
く
出
さ
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ノ
ル
マ
が
す
ご
い
あ
っ

て
、
営
業
の
人
は
ほ
ん
と
う
に
毎
日
毎
日
動

き
回
っ
て
い
る
け
ど
、
全
く
仕
事
が
と
れ
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
、
上
か
ら
責
め
ら

れ
る
と
い
う
の
を
見
て
い
る
の
で
、
多
分
す

ご
い
ス
ト
レ
ス
が
（
大
き
い
）。（
中
略
）
そ

う
い
う
残
業
手
当
が
出
な
い
と
か
、
本
当
に

ち
ゃ
ん
と
法
律
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

は
し
な
か
っ
た
で
す
ね
」（
№
65
）

　　

労
働
負
荷
の
増
大
を
理
由
に
、
正
社
員
転

換
を
断
っ
た
事
例
は
、
№
58
の
よ
う
に
、
育

児
や
家
庭
責
任
が
あ
り
、
職
場
や
仕
事
は
気

に
入
っ
て
い
て
も
、
物
理
的
に
難
し
い
た
め

に
断
っ
て
い
る
も
の
と
、
№
65
の
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
そ
の
会
社
で
の
働
き
方
自
体
に
疑

問
を
抱
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
拒
否
理
由
に
は
、
同
僚
や
上
司

と
の
人
間
関
係
が
悪
い
こ
と
や
、
業
界
そ
の

も
の
に
違
和
感
を
抱
い
た
り
、
長
く
続
け
た

く
な
い
職
種
で
あ
っ
た
場
合
も
あ
る
。

　

№
17
（
二
九
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
あ

り
）
は
、
二
六
～
二
八
歳
の
時
に
働
い
て
い

た
化
学
品
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
正
社
員
転
換

の
打
診
を
受
け
て
い
た
が
断
っ
て
い
る
。
職

場
自
体
は
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、
仕

事
内
容
も
評
価
し
て
も
ら
っ
た
り
と
充
実
し

て
い
た
が
、
上
司
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
、

派
遣
元
を
通
じ
て
派
遣
先
人
事
部
に
何
度
も

相
談
し
た
が
収
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ

た
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　　
「
も
と
も
と
こ
こ
の
上
の
、
課
長
と
部
長

を
兼
任
し
て
る
方
が
セ
ク
ハ
ラ
み
た
い
な
感

じ
で
…
ち
ょ
っ
と
き
つ
く
て
。
そ
れ
で
、
何

か
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
ち
ゃ
う

…
」（
№
17
）

　　

№
46
（
二
八
歳
、
女
性
、
正
社
員
経
験
な

し
）
は
、
二
七
歳
の
時
働
い
て
い
た
航
空
会

社
系
の
商
社
か
ら
正
社
員
転
換
の
打
診
を
受

け
、
断
っ
て
い
る
。
仕
事
は
貿
易
事
務
、
働

き
始
め
て
一
カ
月
半
の
職
場
で
あ
っ
た
。
氏

は
も
と
も
と
貿
易
事
務
の
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア

が
あ
っ
た
が
、「
合
わ
な
い
」
と
自
覚
し
つ
つ
、

適
当
な
仕
事
が
な
か
っ
た
た
め
に
働
き
始
め

た
職
場
で
長
く
働
く
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
上
司
が
尊
敬
で
き
な
い
こ
と
、
女

ば
か
り
の
職
場
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
い
な
ど

の
理
由
で
断
っ
て
い
る
。

　　
「
そ
の
人
（
上
司
）
を
一
カ
月
半
観
察
し

て
き
た
中
で
、
自
分
の
点
数
稼
ぎ
に
し
か
見

え
な
い
な
と
思
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
。

つ
い
て
い
き
た
い
社
員
（
上
司
）
じ
ゃ
な
い

な
と
思
っ
た
の
で
」（
№
46
）

　

派
遣
先
の
会
社
に
対
す
る
違
和
感
は
、
①

人
間
関
係
（
同
僚
と
な
る
正
社
員
、
上
司
）、

②
業
界
、
③
職
種
に
起
因
す
る
。
当
該
組
織

で
働
い
て
み
て
、
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
。

特
に
人
間
関
係
や
社
風
は
働
い
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
。
非
正
社
員
は
、
同
一
企
業
内

で
正
社
員
転
換
し
た
後
、
同
じ
職
種
、
同
じ

部
門
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
多
い（
11
）。
つ

ま
り
、
正
社
員
に
な
っ
て
他
の
部
門
に
移
り
、

そ
れ
ま
で
の
派
遣
先
職
場
で
の
人
間
関
係
が

切
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の

人
間
関
係
は
続
い
て
い
く
。
そ
う
い
う
意
味

で
人
間
関
係
が
正
社
員
転
換
の
拒
否
理
由
に

な
る
こ
と
は
大
い
に
合
点
が
い
く
。
し
か
し
、

業
界
や
職
種
に
関
し
て
は
派
遣
社
員
で
働
き

始
め
る
時
に
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
、

そ
の
あ
た
り
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

例
え
ば
、
№
30
は
働
く
業
界
に
違
和
感
を

抱
い
て
断
っ
て
い
る
。
同
派
遣
先
で
働
き
始

め
た
当
初
は
、
自
身
の
職
種
に
お
け
る
ス
キ

ル
や
キ
ャ
リ
ア
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
主
な

目
的
で
、
働
く
業
界
の
選
定
は
二
の
次
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
№
30
は
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
と
い
っ
た
汎
用
ソ
フ
ト
を
使
う
仕
事
を

探
し
て
い
た
。
次
に
、
職
種
が
希
望
職
種
で

な
い
こ
と
を
主
な
理
由
に
断
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
に
関
し
て
い
え
ば
、
№
65
は
、
経
理
職
が

希
望
で
あ
る
が
同
派
遣
先
で
働
き
始
め
た
当

初
は
簿
記
の
資
格
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
一
般

事
務
と
し
て
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
し
て
い

る
。
転
換
後
の
部
門
も
転
換
前
と
同
様
に
営

業
部
で
あ
る
。
№
34
（
三
一
歳
、
女
性
、
正

社
員
経
験
な
し
）
は
、
派
遣
で
働
き
始
め
た

時
に
は
、
音
楽
活
動
と
両
立
す
る
た
め
に
、

時
給
の
比
較
的
高
い
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
を
選
ん
で
い

る
が
、
長
く
勤
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
派
遣
労
働
者
は
、

あ
ま
り
業
界
や
会
社
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
目
指

す
職
種
や
キ
ャ
リ
ア
を
つ
け
る
た
め
に
働
き

は
じ
め
、
入
職
当
初
は
正
社
員
転
換
を
視
野

に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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ま
と
め

　

最
後
に
知
見
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第

一
に
派
遣
労
働
者
の
業
務
と
仕
事
内
容
に
つ

い
て
で
あ
る
。
派
遣
労
働
の
仕
事
は
定
型
的

な
仕
事
が
中
心
で
あ
る
事
務
系
業
務
と
製
造

業
務
、
判
断
が
必
要
と
な
る
技
術
系
業
務
に

分
か
れ
る
。
定
型
的
な
仕
事
が
中
心
の
業
務

で
は
未
経
験
者
か
ら
仕
事
に
就
け
る
割
合
が

高
く
、
入
職
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。

　

第
二
に
賃
金
に
つ
い
て
で
あ
る
。
賃
金
は

「
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
」
や
「
機
械
設
計
」

な
ど
の
技
術
系
業
務
で
高
く
、
賃
金
幅
も
広

い
。
こ
れ
ら
の
職
で
は
、
定
型
的
か
ら
高
度

な
判
断
が
必
要
な
技
能
レ
ベ
ル
ま
で
賃
金
レ

ン
ジ
が
存
在
し
、
評
価
の
「
も
の
さ
し
」
が

存
在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
賃
金
上
昇

は
、
同
一
の
派
遣
先
で
職
務
遂
行
能
力
が
上

が
っ
た
場
合
や
、
職
務
内
容
が
広
範
化
、
高

度
化
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る
。
一
方
、
派
遣

先
を
移
動
し
て
賃
金
が
上
が
る
場
合
は
、

往
々
に
し
て
よ
り
賃
金
水
準
の
高
い
職
種

（
例
と
し
て
、
製
造
業
務
→
事
務
、
営
業
事

務
→
経
理
）
あ
る
い
は
、
地
域
を
移
動
（
地

方
→
首
都
圏
）
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ

た
。
ま
た
、
賃
金
が
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
る

場
合
は
、
業
務
別
の
市
場
賃
金
の
中
で
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
三
に
派
遣
労
働
者
の
年
齢
と
雇
用
不
安

に
つ
い
て
で
あ
る
。
世
間
で
は
派
遣
労
働
者

に
は
「
三
五
歳
の
壁
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

き
た
が
、
事
務
系
で
も
四
〇
歳
代
ま
で
伸
び

て
は
来
て
い
る
。
し
か
し
、
雇
用
不
安
を
感

じ
る
者
の
割
合
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
四
〇

歳
代
が
も
っ
と
も
高
く
、
年
齢
の
「
壁
」
を

意
識
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
に
正
社
員
希
望
者
の
属
性
と
意
識
に

つ
い
て
で
あ
る
。
調
査
で
は
正
社
員
希
望
者

は
八
割
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
具
体
的
に

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
割
合
は
一
割
に
満

た
な
い
。
求
職
活
動
に
積
極
的
に
な
れ
な
い

ケ
ー
ス
を
分
類
す
る
と
、
一
つ
は
、
育
児
、

介
護
な
ど
か
ら
一
時
的
に
派
遣
労
働
に
従
事

し
て
い
る
ケ
ー
ス
。
二
つ
め
は
、
派
遣
労
働

で
実
務
経
験
を
積
み
、
一
～
三
年
内
に
求
職

活
動
を
す
る
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
。
三
つ
め

は
、
ス
キ
ル
や
職
業
キ
ャ
リ
ア
、
学
歴
な
ど

の
人
的
資
本
や
年
齢
の
高
ま
り
に
障
壁
を
感

じ
て
い
る
ケ
ー
ス
。
四
つ
め
は
、
正
社
員
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
条
件
等
が
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
ケ
ー

ス
。
五
つ
め
は
、
正
社
員
へ
の
求
職
活
動
に

対
す
る
資
金
が
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

第
五
に
派
遣
労
働
か
ら
正
社
員
へ
の
転
換

の
状
況
で
あ
る
。
中
で
も
、「
引
き
抜
き
」
の

数
は
紹
介
予
定
派
遣
の
三
倍
に
達
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
正
社
員
へ

の
転
換
を
打
診
さ
れ
た
と
し
て
も
約
七
割
が

断
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
る
。
断
っ
た

理
由
を
事
例
か
ら
み
る
と
、
一
つ
は
、
派
遣

社
員
よ
り
も
賃
金
や
年
収
が
下
が
る
こ
と
。

二
つ
め
は
、
労
働
負
荷
が
増
え
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
打
診
を
受
け
た
会

社
に
魅
力
を
感
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

玄
田
有
史
（
二
〇
〇
九
）「
正
社
員
に
な
っ
た
非
正
社
員
―

内
部
化
と
転
職
の
先
に
―
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』、

№
586

　
［
注
］

１　

正
式
名
称
は
、「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の

確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」。

２　
『
労
働
力
調
査
』
で
は
、
一
九
九
九
年
八
月
か
ら
派

遣
労
働
者
数
を
集
計
し
始
め
て
い
る
。

３　

厚
生
労
働
省
発
表
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

か
ら
二
〇
〇
九
年
六
月
ま
で
に
、
企
業
の
雇
用
調
整
に

よ
っ
て
非
正
規
労
働
者
約
二
一
万
六
〇
〇
〇
人
が
失
職

し
た
。
そ
の
内
訳
の
中
で
派
遣
労
働
者
は
約
六
割
と

も
っ
と
も
割
合
が
大
き
い
。
中
で
も
、
製
造
業
に
従
事

す
る
者
の
雇
止
め
の
割
合
が
九
割
を
超
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
「
派
遣
切
り
」
と
称
さ
れ
社
会
問
題
化
し
た
。

４　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
調
査
対
象

及
び
調
査
方
法
は
次
の
と
お
り
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
派
遣
元
、
派
遣
先
、
派
遣
労
働

者
の
三
者
を
対
象
に
実
施
し
た
（
以
下
で
は
、「
派
遣
元
調

査
」「
派
遣
先
調
査
」「
派
遣
社
員
調
査
」
と
略
す
）。

　

派
遣
元
調
査
は
全
国
の
労
働
者
派
遣
事
業
所
、
五
〇
〇

〇
カ
所
（
内
訳
は
、
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
所
二
五
〇
〇

カ
所
、
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
所
二
五
〇
〇
カ
所
）
を
対

象
と
し
て
い
る
。
派
遣
事
業
所
に
は
、
毎
年
、
各
都
道
府

県
労
働
局
に
対
し
労
働
者
派
遣
事
業
報
告
書
の
提
出
義
務

が
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
度
に
提
出
し
た
事
業
所
の
う
ち
、

稼
働
者
数
が
一
〇
名
以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し
、
無
作

為
抽
出
し
た
。
有
効
回
収
数
は
一
六
二
〇
件
、
有
効
回
収

率
は
三
二
・
四
％
。

　

派
遣
先
調
査
は
、
派
遣
労
働
者
が
多
い
六
業
種
（
製
造

業
、
情
報
・
通
信
業
、
金
融
・
保
険
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

卸
売
・
小
売
業
、
運
輸
業
）
に
該
当
し
、
従
業
員
三
〇
人

以
上
の
全
国
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
い
る
。
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
よ
り
一
万
事
業
所
を
無
作
為
抽
出
し
た
。
有
効

回
収
数
は
三
〇
八
五
件
、
有
効
回
収
率
は
三
〇
・
九
％
。

う
ち
、
派
遣
労
働
者
が
い
る
事
業
所
は
一
二
一
二
件
で

あ
っ
た
。

　

派
遣
社
員
調
査
の
調
査
対
象
は
、
上
記
の
派
遣
先
調
査

で
対
象
と
し
た
事
業
所
に
勤
め
る
派
遣
労
働
者
で
あ
る
。

配
布
方
法
は
派
遣
先
事
業
所
か
ら
労
働
者
へ
配
布
し
て
も

ら
い
、
直
接
労
働
者
か
ら
郵
送
回
収
と
い
う
方
法
を
と
っ

た
。
配
布
数
は
合
計
八
万
票
で
、
有
効
回
収
数
は
四
四
七

三
件
、
有
効
回
収
率
は
配
布
数
合
計
に
対
し
て
五
・
六
％
。

調
査
期
間
は
二
〇
一
〇
年
二
月
一
五
日
か
ら
三
月
二
二
日

で
あ
る
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
以
下
で
は
「
事
例
調
査
」
と
略
す
）

の
調
査
対
象
は
、
主
に
首
都
圏
で
派
遣
労
働
に
従
事
し
て

い
る
社
会
人
（
学
生
を
除
く
）
と
し
、
年
齢
、
職
種
、
派

遣
労
働
者
と
し
て
の
就
業
期
間
に
関
し
て
条
件
設
定
を
あ

ら
か
じ
め
設
け
、
範
囲
を
設
定
。
年
齢
は
二
五
歳
未
満
、

二
五
～
二
九
歳
、
三
〇
～
三
四
歳
、
三
五
～
三
九
歳
の
四

階
層
で
、
職
種
は
、
事
務
職
（
一
般
事
務
、
営
業
事
務
、

経
理
等
）
を
中
心
に
、
製
造
業
務
、
軽
作
業
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

の
技
術
職
も
対
象
に
含
め
た
。
調
査
対
象
の
募
集
お
よ
び

選
定
方
法
は
、
①
派
遣
労
働
者
を
組
織
し
て
い
る
労
働
組

合
か
ら
の
紹
介
、
②
人
材
派
遣
会
社
か
ら
の
紹
介
、
③
公

募
―
―
な
ど
。
調
査
実
施
期
間
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
か

ら
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。
最
終
的
に
八
八
人
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た

５　

本
稿
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
次
の
報
告
書
で
あ

る
。

・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2010

）「
人
材
派
遣
会

社
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
管
理
に
関
す
る
調
査
（
派
遣
元

調
査
）」、
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
78

・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2010

）「
派
遣
社
員
の
キ
ャ

リ
ア
と
働
き
方
に
関
す
る
調
査
（
派
遣
先
調
査
）」、
調

査
シ
リ
ー
ズ
№
79

・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2011

）「
派
遣
社
員
の
キ
ャ

リ
ア
と
働
き
方
に
関
す
る
調
査
（
派
遣
労
働
者
調
査
）」、

調
査
シ
リ
ー
ズ
№
80

・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2011

）「
登
録
型
派
遣

労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
働
き
方
、
意
識
―
―
八
八

人
の
派
遣
労
働
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
⑴
（
分
析

編
・
資
料
編
）」
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
139-

１

・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2011

）「
登
録
型
派
遣

労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
働
き
方
、
意
識
―
―
八
八

人
の
派
遣
労
働
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
⑵
（
事
例

編
）」
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
139-

２

６　

図
中
で
は
、
同
一
派
遣
先
で
の
賃
金
の
上
昇
は
斜
め

線
で
表
現
し
て
い
る
。

７　

調
査
で
は
、
派
遣
社
員
の
雇
用
形
態
に
つ
い
て
、「
登

録
型
派
遣
社
員
」「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
あ

り
）」「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期
間
の
定
め
な
し
）」
の
三

選
択
肢
で
尋
ね
て
い
る
。
本
調
査
で
い
う
「
登
録
型
派

遣
社
員
」
と
は
、
派
遣
会
社
に
登
録
し
て
、
派
遣
さ
れ

て
い
る
場
合
に
の
み
派
遣
会
社
と
雇
用
契
約
し
て
い
る

者
を
い
う
。「
常
用
型
派
遣
社
員
」
と
は
、
派
遣
さ
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
派
遣
会
社
と
の
雇
用
契
約
が
継
続

し
て
い
る
者
を
い
う
。
ま
た
、「
常
用
型
派
遣
社
員
（
期

間
の
定
め
あ
り
）」
と
は
、
過
去
一
年
を
超
え
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
か
、
入
社
か
ら
一
年
を
超
え
て
雇
用
さ
れ
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る
見
込
み
が
あ
る
者
と
し
て
い
る
。

８　

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
得
た
感
触
に
よ
れ
ば
、
派
遣
社
員

が
抱
く
「
年
齢
の
壁
」
に
対
す
る
認
識
は
、
職
場
で
働

く
派
遣
社
員
の
最
年
長
者
の
年
齢
（
あ
る
い
は
勤
続
年

数
）（
す
な
わ
ち
、
前
例
）
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
職
場
に
五
〇
代
の
派
遣
社
員
が
い
れ
ば
、
自

身
も
そ
の
年
齢
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
取

り
上
げ
る
派
遣
社
員
の
意
見
は
職
場
で
働
く
派
遣
社
員

の
年
齢
構
成
に
影
響
を
受
け
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
に

留
意
。

９　

派
遣
社
員
に
は
退
職
金
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
な
ど
、

定
年
後
の
生
計
を
保
証
す
る
仕
組
み
が
薄
弱
で
、
た
と

え
仕
事
を
派
遣
で
続
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
将
来
的
に

は
成
り
立
た
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
№
82

は
、
例
え
ば
女
性
既
婚
者
の
よ
う
に
配
偶
者
の
所
得
等

で
生
計
維
持
が
可
能
な
ら
定
年
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と

も
可
能
と
の
認
識
も
持
っ
て
い
た
。

10　
『
派
遣
労
働
者
実
態
調
査
（
平
成
二
〇
年
）』
に
よ
れ

ば
、紹
介
予
定
派
遣
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
企
業（
派

遣
先
調
査
）
は
五
・
〇
％
、
産
業
別
に
み
る
と
、
情
報

通
信
業
（
一
二
・
五
％
）
や
金
融
・
保
険
業
（
一
一
・

五
％
）
に
お
い
て
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

11　

玄
田
（
二
〇
〇
九
）
は
、
同
一
企
業
内
で
の
非
正
規

か
ら
正
規
へ
の
移
行
で
は
、
移
動
前
後
で
共
通
種
類
の

職
種
・
職
場
を
踏
襲
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

小
野
晶
子
（
お
の
・
あ
き
こ
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員

　

同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
二
〇
〇
三
年

日
本
労
働
研
究
機
構
（
現
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
に

入
職
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。
専
門
分
野

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
労
働
、
非
正
規
労
働
（
パ
ー

ト
、
派
遣
労
働
）、
労
働
経
済
。
最
近
の
研

究
成
果
と
し
て
、
派
遣
元
、
派
遣
先
、
派
遣

労
働
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№

78
、
79
（
二
〇
一
〇
年
）、
№
80
（
二
〇
一
一

年
）、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書

№
139
『
登
録
型
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
、
働
き
方
、
意
識
―
88
人
の
派
遣
労
働
者

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
―
』（
二
〇
一
一

年
）
や
論
文
「
短
期
派
遣
労
働
者
の
就
業
選

択
と
雇
用
不
安
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』

№
610
所
収
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

奥
田
栄
二
（
お
く
だ
・
え
い
じ
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
調
査
員
補
佐

　

担
当
し
た
主
な
報
告
書
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
37
「
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
に
か
か
わ
る
調
査
」（
二
〇
〇
七

年
）、Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
80
「
派

遣
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
と
働
き
方
に
関
す
る
調

査
（
派
遣
労
働
者
調
査
）」（
二
〇
一
一
年
）、

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
85
「
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
に
関
す
る
調
査
」（
二
〇
一
一

年
）
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№

139『
登
録
型
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、

働
き
方
、
意
識
―
88
人
の
派
遣
労
働
者
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
―
』（
二
〇
一
一
年
）

な
ど
。


